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　2024.03.30

　第 1 回　いわてボイス

　テーブル 1　「災害情報を見直す～メディアを通じて」

　登壇者：鈴木　英里　氏

　　　　　（株式会社東海新報社）

　　　　　藤堂　光隆　氏

　　　　　（株式会社岩手めんこいテレビ）

　　　　　斎藤　　孟　氏

　　　　　（株式会社岩手日報社）

　　　　　工藤　　歩　氏

　　　　　（岩手朝日テレビ宮古支局駐在カメラマン）

　　　　　岩間　敬子　氏

　　　　　（一般社団法人おらが大槌夢広場）

　コーディネーター：坂口　奈央　氏

　　　　　　　　　　（岩手大学　地域防災研究センター）

　2024.03.30

　第 1 回　いわてボイス

　テーブル 2　「支援する側に立った時、自分たちは何ができたのか」

　登壇者：江刺由紀子　氏

　　　　　（認定特定非営利活動法人おはなしころりん）

　　　　　伊藤　昌子　氏

　　　　　（特定非営利活動法人きらりんきっず）

　　　　　伊藤　　聡　氏

　　　　　（さんつな）

　　　　　阿部　敬一　氏

　　　　　（一般社団法人おらが大槌夢広場 初代代表）

　　　　　早川　　輝　氏

　　　　　（特定非営利活動法人みやっこベース）

　コーディネーター：葛巻　徹　氏

　　　　　（特定非営利活動法人いわて連携復興センター）
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角いこんなものをお配りいただいてると思いま

す。それをご覧になっていただければと思いま

す。私たちの団体は 2013 年の 2 月に設立しま

して、ちょうど 11 年ぐらいが経過して 12 年目

に入っているところです。ちょっと変遷はある

んですが、目的としては『宮古市で生まれ育つ

すべての子ども・若者の人生が豊かであること』

ということを、一番大きな目的として掲げて活

動しております。

　その中で三つの領域で事業の整理をしており

まして、一つは教育的なところですね。子ども

たちがこの宮古市で生まれ、学ぶ、育つ、とい

うところ。二つ目がキャリア支援・企業支援と

書いてありますけども、若者が育って 20 代以降

働くという領域に関するところ。三つ目はコミュ

ニティとかまちづくり、その他の部分を含めて

活動しております。メインとして、一番力をか

けて行っているのが『教育的な事業』というと

ころなので、ちょっと紹介したいと思います。

　バラバラに写真を載っけてるんですが、主に

子どもたちの居場所作りということで、小学生

から高校生ぐらいまでが来れるようなフリース

葛巻　はい、それでは皆さま今日はよろしくお

願いいたします。周りの参加者の皆さまにもわ

かっていただけるように進めていきたいと思っ

てますけども、もし白熱して会場の皆さんを置

き去りにしちゃったら本当すいません。本日は

よろしくお願いいたします。

　まず最初に、皆さん、せっかくの機会なので、

今日登壇した皆さまが普段どんな活動をしてい

るかというところを皆さんに知っていただいて

から、お話に入っていきたいと思ってますので

よろしくお願いいたします。お座りいただいて

いる椅子の方に各団体の皆さんの活動のパンフ

レットを置かせていただいていますし、あとこ

ちらの会場前のプロジェクターを使って活動紹

介をしていただきますので、どうぞよろしくお

願いいたします。はい、では北からということで。

早川さんからお願いいたします。

早川　はい、よろしくお願いします。声が小さ

いのでマイクをいただきました（笑）。改めまし

て NPO 法人みやっこベースの早川と申します、

よろしくお願いいたします。パンフレット、四

　そして、こちらのホワイトボード、何か気に

なっている方も多いと思います。これは今日、

岩手日報と東海新報のお二人が登壇いただける

ということで、よかったら発災直後の記事をお

持ちください、とお願いをしました。持ってき

ても 1 枚ぐらいだろうな、と思ったら、やっぱ

り見せたいという気持ちの強さは、メディアな

らではですね。ちょっとお二人から、発災当時

どんな取材をしてたかについて、簡単に、こん

な記事を取り上げましたっていうのをご紹介い

坂口　それでは、こちらのテーブルは「災害情

報を見直す」というテーマで、メディア関係者、

または取材されてきた方 5 名のお話を伺ってい

きます。

　初めに、なぜこのテーブルを設定したのかと

いうのを簡単に説明させていただきます。まず、

私自身が元マスコミにいた人間だというのが最

初の問題意識にあります。私はたった 1 年で、

2012 年春にはその報道関係を離れました。いろ

んな思うところがありました。一方で、報道と

いう立場から離れたことで、報道の重要さであっ

たり、一方で報道の至らない点など、いろんな

ことが気になるようになりました。災害におけ

る混沌とした状況の中で、自分自身に問いかけ

たり、葛藤しながら活動をされてきた一つが、

メディアだと思っております。発災から１０年

以上が経過した今だからこそ語れることなどを、

率直に皆さんにお話しいただければと思ってお

ります。
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というところを考えていたんですけども、地域

とか復興よりも、子どもたち一人一人の人生の

豊かさということを一番に掲げて活動していこ

う、ということにこの 2、3 年ぐらいですね、考

え直して、震災から 10 年ぐらいの年でもありま

したし、ビジョン・ミッション・理念を捉え直

して、活動しているというところになっており

ます。

　あと宮古って、まぁ他の地域もちょっと似て

いるとこもあるかと思いますが、海と山で物理

的に閉鎖されているというか、人の流動性も少

ないし、大学がないので若い人たちが出て行っ

てしまうんですね。いろんな人と出会う機会と

して大学生っていう存在を子どもたちが知ると

いう機会も少ないですし。そういう多様な人と

触れ合い、出会いが生まれる機会が多くないの

かな、ということで、さっき言ったような活動

を自主的にやっております。豊かな人生をって

すごく抽象的な言葉ですけども、うちの団体的

に考えると、『望む未来を自ら創ることができる

状態』に子どもたち、若者たちになってほしい

なと思っています。今が充実していくような時

ペースを駅前の商店街に構えております。そこ

で子どもたちとコミュニケーションを取ったり

とか、勉強したりとか、遊んだりしています。

あとは体験活動ですね。小学生向けの自然体験

の活動とか、農業体験のようなものとか、あ

とは「みやっこタウン」という、なんですか

ね ･･･ 地域版のキッザニアみたいなイベントを

行ったりしています。高校の授業にも関わらせ

ていただいている部分もありまして、そこでキャ

リア教育的なことも、一部関わらせていただい

ております。あとは高校生の地域でのボランティ

ア活動とか、マイプロジェクトとか、そういっ

た地域で活動しながら学んで育っていくってい

うところの手助けもしているというところです

ね。

　その背景というか課題感としては、日本の子

どもたちの精神的な幸福度が低いというデータ

を見たりしておりまして、それに加えてやっぱ

り『地方と都会の格差』、『機会格差』とか『体

験格差』みたいなものもあるということを感じ

ています。当初は、復興のために高校生の活動

支援をして担い手になってもらえればいいな、

住田町以外。それでもう新聞配達の機能が完全

に停止してしまったということで、翌日から小

誌は、通常 8 ページだてなんですけど、翌日か

らは 4 ページだての新聞をしばらく刷りまして、

それを個別配達ができないので、まず手分けし

てまた同じように避難所に配って歩くというこ

とをしていました。

　そして、その翌日の紙面なんですね。私達は

地元の新聞社であり、なおかつ昭和 35 年のチリ

地震津波も経験しています。けれども、あのチ

リ地震津波の記憶があるのは、当時子供で、今

60 代の社長しかいなかったんですよ。だからそ

の災害報道って一体何をしたらいいかって全く

わからない状態でした。何からやったらいいん

だろう。だけどまずやっぱり言えるのは、私達

も地元住民であるということです。私達が今知

りたいことって何だろうって考えた時に、一番

必要だと思ったのが、この避難者情報でした。

誰がどこに逃げているのか。これはやっぱり発

ただいてもいいですか？では英里さんから。マ

イクはなくてもいいかな。

鈴木　はい。いいですか、もう始めて。まず東

海新報をご存知ない方はいらっしゃいますか？

あ、ご存じないですね。この陸前高田と大船渡

と住田町という二市一町で出している地域紙で

す。

　陸前高田と大船渡が大きな被害に遭った、た

だですね、私共の会社は高台にございましたの

で被災は逃れまして、震災の当日から新聞を刷

ることができました。その震災当日の号外がま

ずこれです。この日はですね、輪転機がちょっ

とずれてしまって、自家発電機があったんです

けど、輪転機が動かせなかったのでコピー機を

使って、この A3 の号外をまず 2000 部刷って、

各避難所に皆で分担して届けに行きました。

　一方で、ほとんどの新聞販売店が低地部にあっ

たので、ほとんど被災されてしまったんですね。
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して、宮古市の災害ボランティアセンターの県

外個人ボランティアの受け入れが早い方だった

ので、個人で来てみました。葛巻さんとかとお

会いしたりしながら、気づけば 13 年経って、当

時 24 歳だったんですが、年を取っているという

感じですね。

葛巻　もうご結婚されてる？

早川　そうですね。結婚して、3 歳と 1 歳の息

子が 2 人います。私の体重も当時から 15 キロ

ぐらい増えました（笑）。今日はよろしくお願い

します。

葛巻　はい、よろしくお願いします。次に、阿

部さんお願いします。

 

阿部　改めまして、大槌町から参りました、元

一般社団法人おらが大槌夢広場の阿部と申しま

す。よろしくお願いします。私もうこの社団法

人離れて 10 年ぐらい経っているので、今の活動

は、細かくはホームページの方で見て頂ければ

間とその先の未来に向かって希望を持って生き

てほしいということで、選択肢を増やすとか、

意思をもって未来を切り開く力を身に付けても

らうということを小学生や高校生にいろんな機

会を提供していきたいと思っています。パンフ

レットと、SNS とか NOTE とかで詳しくその状

況がわかりますので是非ご覧いただければと思

います。

葛巻　早川さん、ちなみに出身地と、なぜ今宮

古にいるのかだけちょっと簡単にご紹介いただ

けますか。

早川　すみません、自己紹介を忘れてました。

早川輝と申します。今 37 歳です。出身は福岡県

北九州市でして、大学まで福岡県内で、2 年間

オーストラリアにワーキングホリデーに行って

ました。帰国したのが 2011 年 3 月 1 日ですね。

それで東京に降り立って、東京の友達の家に行っ

ている時に、震災を経験しまして。ちょうど就

活前だったので時間があって、自分に何かでき

ることがないかな、と思ってボランティアを探

らご覧になってください。名簿のところに黒丸

があるんですね、よく見ると。名前の合間合間

に黒丸がある。これは何かというと、手書きの

名簿だと判別できない文字が出てくるんです。

写真を撮ってプリントして拡大しても読めない。

その読めない文字をどうするかってなった時に、

載せないっていう考えはなかった。とにかくそ

こにいる人全部載せよう、と。もしかしたらそ

の前後に、避難している人の名前で、家族とか

だったら「これはあの人だ」って、推察ができ

るかもしれない。推測ができるかもしれない。

ということで、わかんない字もわかんない字な

りに全部載せましょう、ということで黒丸になっ

てるんです。よくよく見るとやっぱり、結構中

国人の方のお名前が多い。中国人の方のお名前っ

て漢字が日本と違ったりするんですよね。やっ

ぱりその水産研修生が多い地域ってこともあっ

て、そういう方もたくさんいたわけです。だから、

そういうわかんない字を全部黒丸にして載せて

災の時刻が午後 2 時 46 分ということで、それ

ぞれが会社にいる、勤め先にいる、あるいは子

供たちは学校にいるような時間帯です。そうす

ると同じ家族であっても、どこに逃げたかがわ

からないんですよね。もちろん電話も通じな

い、ネットもありません、となった時に、誰が

どこに逃げているんだろうってことをまず知り

たいはずだと思ったわけです。なので、もうこ

の翌日 13 日から、毎日 4 ページ中の 2 ページ

を使って各避難者の情報を掲載しました。それ

も 200 ヶ所ぐらいある避難所を一軒一軒回って、

そこで避難者名簿というのが配付されるんです

ね、こんな感じで。誰がここに逃げています、

というのが手書きで書いてあるわけです。それ

を写真に撮って、会社に戻ってプリントアウト

して、全部打ち込んでいくっていう作業をずっ

としてたんですよ。

　そうすると、ちょっと困ったことが起きる。

ちょっと見えづらいんですけど、後でよかった
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会みたいな形で町内の地元で被災して仕事を無

くしたり、家を無くした若者たちが集まって、

これから何ができるかっていうのを考える会議

を 8 月ごろから始めました。そのきっかけとなっ

たのが広告代理店の方とか盛岡の経営者の方と

か岩手大学の方であったりとか、まぁあいろい

ろな方のサポートみたいな、初めは復興マネー

に近寄ってきた？とか、ちょっと疑心暗鬼のと

ころがあったんですけども、地元が落ち込んで

るところに元気とか仕事を増やす、新たな仕事

を生み出すとかそういう目的で社団法人立ち上

げました。

　現在はそれからいろんな、事業ができ、だん

だんだんだん整理されていって、ツーリズムと

か企業研修的なものを受け入れる団体になって

います。

　当時はもう全部本当に手作りでやって、そし

て「おらが大槌復興食堂」というのを立ち上げ

た時に、箱が一応でかかったので、いろんなボ

ランティアの方とか、あとは様々なコンサルだ

とかいろんな方がそこに集まって交流して、何

か復興の支援のヒントを得ようと集まってる方

と思うんですけども。私は今 56 歳で、阪神・淡

路大震災を大阪で経験しています。それでUター

ンして、岩手で東日本大震災を経験して ･･･。

だからその阪神から来ての東日本の流れがやっ

ぱりこの活動の原点で、いろんな活動を始めま

した。

　震災直後から炊き出しボランティアを避難所

で始めて、あとはいろいろ ･･･ 何だろう、課題

を見つけていろいろやっていく中で、いろんな

方との出会いがあって、社団法人は 2011 年 11

月に立ち上げて、その前段階で、まぁ実行委員

　その翌日の新聞って、もうダーッと本文が流

れてて、すごい見づらいんですね。とにかく集

まった情報を全部入れちゃえって感じで入れて

るんですけど、この日からは陸前高田と大船渡

に分けて入れるようになってます。

　だんだん、あと何が必要だろうっていう話に

なってきて、この日からやっぱり生活情報って

いうのが入り始めました。生活情報、要はですね、

ライフラインの復旧はいつ始まるの？水道はど

こで、どこに行けば水が出るの？ゴミ収集って

いつしてくれるの？っていうような情報。あと

は金融機関の情報、病院はどこがやっているか、

それからこの店に行けば何時から何時まで 1 人

3 品まで買えます、というような本当に生活に

密着した情報を社員全部で手分けして、その時

もガソリンもないので自転車で行ったり歩いて

行ったりです。それをかき集めて載せるように

なりました。

　3 月 19 日の震災発災から 1 週間の紙面なん

いるっていう感じです。

　もうとにかく、何をやったらいいかっていう

のは、手探りだったんだなっていうのを振り返っ

ていて思うのが、これが 3 月 15 日ですね、震

災 4 日目の新聞なんですけど、ここで初めて、

題字の下にですね、「この東海新報を安否情報と

か伝言メモにお使いください」っていうお知ら

せが出てくるんです。それまでは本当に何をし

ていいかわかんないんだけど、作っていく中で

何か伝言メモみたいな役割を果たせたらいいよ

ねって話が出てきたわけです。それぞれが、駅

の伝言板と一緒ですよね。私はここに避難して

います、あなたはどこにいますか？みたいなこ

とを寄せてください、それを紙面を使って掲載

しますっていうことをここで初めて呼びかけ始

めた。あとは、新聞が配達できない分、避難所

に行けば見られますよ、あと、うちの会社に来

てもらえれば差し上げますっていう形でのお知

らせをようやくここで入れ始めてるんです。
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阿部　これは 2012 年に賞をいただいた時にみ

んなで記念写真を撮ったものです。初めは、こ

れ（おらが大槌復興食堂）はプレハブでトラス

テントっていう大きなイベント用のテントで食

堂を始めたんですけども、夏を迎えるのにもう

暑過ぎて、これはダメだってことで、急遽プレ

ハブに入れ替えて、エアコンも入れて、快適な

食堂をすることになりました。

葛巻　写真の真ん中にいる方が、今日の分科会

のテーブル 1 に登壇されている岩間さんですね。

阿部　あぁそうですね。いや、彼女こっちのテー

ブル 2 なんじゃないかと思ったんですけど。い

まも現役でおらがの理事もやってますしね。で

も、彼女はテーブル 1 で昔話をしてくれている

と思います。はい、よろしくお願いします。

葛巻　はい、ありがとうございます。じゃあ伊

藤（聡）さん、お願いします。

 

の交流があって、それとあとは復興まちづくり

というところを本当に地元の人たちがどうして

いったらいいか、という会議だとかいろんなこ

とに活用されたのが復興食堂です。そこからツー

リズムが生まれて、そして、町の指定管理を受

けたり、雇用を生みながら続けていたっていう

のがおらが大槌夢広場です。まぁ後はいろんな

そこで起こった想いというのは後ほどお話出来

ればと思います。

　これがその地域づくり総理大臣賞をいただい

た、2012 年かな？いただいた時の写真ですけど

も、本当に、大槌町はご存じの通り町長をはじ

め幹部職員の多くが亡くなって役場の機能がス

トップした時に、そこをサポートするっていう

ことで役場に事業計画を出して、一般社団法人

を立ち上げて、本当に役場のサポート的な事業

をやっていたという。後々、大槌町にまちづく

り会社ができたんですけども、それ以前にそう

いう風な団体として、おらが大槌夢広場はやっ

ておりました。

葛巻　この写真って何年ぐらいの時のですか？

んですけど、後で失敗談としてもう一回紹介し

たいと思います。

　それから、これは 4 月 5 日の紙面です。1 ヶ

月ぐらいですね。4 月 5 日になってくると、今

度は避難者情報よりも遥かに身元不明者情報の

方が、紙面の大きなスペースを割くようになっ

ていきました。それだけ多くの方たちが発見さ

れて、安置所に安置されてっていう風になって

きてるんですね。だから、生きてる人の情報な

どは、人伝えにもだんだんわかってくるように

なったんだけど、今度はこっちの方が紙面のス

ペースが大きくなっていったっていう感じです。

　これも震災後 1 ヶ月ですね、4 月 10 日の記

事なんですけど、これも後で私が失敗だったな

と思うことで紹介したいと思うんですが、各避

難所のこれが欲しいっていう支援要望リストを

作ったんです。やっぱりこれも手分けして、全

避難所を歩いて、今ここは何が足りていません、

こういうことが必要ですっていうような情報を

ですけど、ここから身元不明者情報っていうの

が入ってくるようになりました。1 週間で。ま

ず最初は、誰がどこに逃げているかが必要とさ

れた。だけどやっぱり時間が経てば経つほど、

あの人がまだ帰ってこない、どこにも情報がな

い、っていう人がどんどん増えてくるわけです

よね。安置所に安置されているご遺体が身につ

けていたものを詳しく書いて、こういう方がい

らっしゃいますっていうのを出すようになった

んです。その当時、遺体の安置所って何ヶ所か

に分かれているんですけど、一ヶ所一ヶ所が遠

いんですよね。だけど、ご家族が未だどこにい

るかわからないって方は、そういうところを歩

いて回られてたんです、車がないから。もしく

は乗り合わせで。それってすごい大変なんです

よね。だから、こういう身元不明者の情報って

いうのを、この日から毎日載せるようになって

いきました。あとは、火事場泥棒が頻発したっ

ていう話もここに出てます。これは私が書いた
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住んでいて、家も全壊してしまって、家族はた

またま全員助かってます。当時、宝来館という、

あのキャラの濃い女将が経営している旅館で働

いていたこともあって、目の前で津波を経験し

ました。次のスライドにまさに津波が襲来した

画像があるんですけど、これを撮影しながら逃

げきったっていう、これが一番わかりやすい状

態かな、という感じです。これを受けて、自分

も一被災者ではあるんですけども、地元を取り

戻すということを何かやらなきゃなと思い、実

はボランティアコーディネートを翌月から 2011

年 4 月からやり始めて、そこからいろいろ釜石

のまちづくりに関わらせてもらってきたという

ような人間です。

　今は何をやっているかっていうと、いろいろ

紆余曲折を経て、次世代育成という、いわゆる

校外活動であったりとか、社会教育とか、そう

いうキーワードで、小学生から高校生くらいの

世代が、学校外で充実した時間を過ごせる活動

等をやってます。活動のテーマは、今は防災と

震災伝承に振り切って、テーマを絞ってやらせ

てもらってます。活動の中で、何個かピックアッ

伊藤（聡）　伊藤です、よろしくお願いします。

自分は岩手県の釜石市から来ていまして、生ま

れも育ちも釜石でございます。今は『さんつな』っ

ていう名前にしてますけど、当時は『一般社団

法人三陸ひとつなぎ自然学校』っていう団体で

活動していまして、この団体を立ち上げたのが

2012 年の 4 月です。東日本大震災が起きた翌

年に立ち上げました。実は活動自体は震災直後

からやっていて、いわゆる自分も一被災者です。

住まいはだいたい釜石大観音の辺りと言えばわ

かってくれる方は多いと思います。そこら辺に

坂口　では斎藤さん、お願いします。

斎藤　はい。岩手日報の斎藤です、よろしくお

願いします。私は陸前高田支局に 2011 年の発

災直後から高田を取材していまして、その後、

2015 年の 3 月までいたので 4 年間、勤務して

ました。（いわてボイスの会場になっている）前

の米崎中学校には仮設住宅があって、当時は気

づかなかったけど今はここから海が見えるんだ

なって。

集めて、それをリストにしたっていうものでし

た。それぞれの避難所で足りてるもの・足りて

ないものが偏っている。あとは避難所にいる人

数が全然違うので、それぞれ求めてるものが違っ

たんですよね。だからこれはリストにしなきゃ

いけないんじゃないかと思ってリストにしたも

のが 1 ヶ月後の紙面に載っています。ちょっと

これについてはまた後で詳しく説明させてくだ

さい。すいません長くなりました。
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災を伝えるとか防災をやっていくような団体を

作りたい、ということでできたのがこの『夢団

～未来へつなげる ONE TEAM ～』っていう団

体です。今ちょうど 5 年目の活動に入ったとこ

ろなんで、最近はありがたいことにメディアと

かに取り上げていただいたんです。震災の記憶

がなかったりとか、ギリギリ記憶があるってい

うような、そういう世代の子たちが震災伝承を

理解していくことも、自分としては今ある日常

の大切さを再認識しながら、そこで同じような

思いがある方々と協力して関わって、震災の伝

承をおこなえるようにというのを主にやってお

ります。そういう活動を通して、一時期は釜石

にいかにして関係人口を増やすかとか、移住定

住とか色々やってました。でももう今は振り切っ

て、まぁみんな育って出て行けっていうような、

そんな場にしていきたいと思って、各地で活躍

している人がいます。振り返ってみるとみんな

三陸から人材が輩出されていますね。そうなっ

てくれたらすごく嬉しいと思いながら活動をし

ております。以上です。

プして来ました。一つは「防災教育」として、

釜石高校で授業を持たせてもらっています。『探

究学習』は各高校でもやっていると思うんです

けど、釜石高校はゼミ形式になっていて、自分

の興味でゼミを選べます。国際交流とか教育と

かですね。自分は防災ゼミを担当させてもらっ

ています。一番人気がないんですけども、人気

ないが故に、少ない人数でゼミ生にいろいろ地

域でやらせてもらって、大学でやっているもの

の縮小バージョンっていうのをゼミでやったり

とかしています。あと震災伝承では自分でも語

り部をやってたりしますし、三陸鉄道は震災学

習列車のほうで、うちの団体以外の震災学習で

来られる地域外の人たちの受け入れなどもして

います。あとは、これは子ども向けにサバイバ

ルゲームをしたりとか、あと火起こし体験など

やったりしています。

　今日は、自分の団体のパンフレットがないの

で、『夢団～未来へつなげる ONE TEAM ～』っ

ていう三つ折りのチラシを持ってきました。釜

石高校でいろいろ探求だったりとかマイプロみ

たいなことをやっていたら、とある高校生が震

身も、改めてどんな取材をしたんだろうとか、

どういう思いで取材したんだろう、というのを

振り返るいい機会になった。やっぱり会社員な

ので、人事異動があってですね、離れた後はな

かなか足を運びたくても来られないこともあっ

たり、離れてしまうとどう付き合っていいのか、

どう向き合っていくかという時期もあり、当時

のことを振り返ってみるいい機会になったなと

思って、今日はそういう思いで参加しました。

よろしくお願いします。

　今日は盛岡から来ましたけども、やっぱり盛

岡から来ると、竹駒のあたりでここから先へは

瓦礫で行けなかったよなっていうポイントは大

体覚えてるんですね。発災直後はみんな一中に

避難してて、そこに車を置いて歩いて瓦礫の山

になってるところを降りていって取材を始めた

んですけども、ご遺体がかなりあって、その遺

体の場所に運び出せないところには赤い旗が

立ってるっていうところを書いたのがこの 3 月

15 日の新聞かな。この時も、奥に見えるのが

昔の高田高校ですね。自衛隊の方々が捜索して

るっていうところでしたね。本当に目に見た光

景ってのは、赤い旗がばあっとこうなって、最

初何だろうと思って取材をしてたけど、そうか、

これだけまだ収容されてないご遺体があるんだ

なっていう状況でした。

　13 年経って思うのは、そういう覚えているこ

とと、あと今回このいわてボイスに参加するに

あたって、かなり忘れてることが多くて、私自
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ます。20 年前に比べて、3 分の１の人口が消え

ました。担い手は見つけにくく、人材不足の声

があがります。高齢者はどんどん年をとって活

動できなくなる。そんな大船渡であります。

　『子ども時代はどの子も幸せでなくてはなりま

せん。本は子どもを幸せにする一つの手立てな

のです。』これはイギリスの児童図書館の方の言

葉なんですけど、私たちもこのように思いまし

て、たくさんの楽しみがある中での読書もその

楽しみのひとつとしてあって、それが子どもの

心の成長など豊かな人間形成につながると願っ

て活動をしています。

　震災の後は、NPO 法人というとどこの仮設に

行っても評判が良いとは言えず、法人化するの

をちょっと置きました。2016 年に法人化し、そ

して昨年は認定 NPO 法人となったところでござ

います。活動は読書推進や市民交流、そして対

象は高齢者か子ども、というところが多いです

けども、目標は大きく一つ、良い地域になるよ

うに、というところなんですが、地域の人たち

の声を聞きながら様々な事業を立ち上げている

ところです。

葛巻　ありがとうございます。はい、じゃあ江

刺さんよろしくお願いします。

江刺　はい、皆さん自己紹介されているので、

投影資料には入れてなかったんですけど私も自

己紹介いたします。大船渡で育ったんですけれ

ども、20 代半ばくらいからちょっと日本を出た

くなってですね、そのまま出てしまって 40 代初

めまでの 16 年間、海外で過ごしておりました。

そのうち 12 年間はインドにおりまして、ラスト

の何年かはインドにおいてボランティア活動な

どをしていました。マザーテレサの感染病の収

容施設であるとか、孤児院であるとか、屋外に

ある子どもの青空教室など、いろんなところを

支援しました。そして、2003 年 4 月に大船渡に

U ターンして、「読書ボランティアおはなしころ

りん」を立ち上げました。パートなどしながら

余った時間で何かしたいというおばちゃんたち

の集まりです。ちょうど 20 年前です。

　大船渡も人口減少が進んでいまして、資料を

見ていただければと思います。この3ヶ月間、1ヵ

月に 66 人ずつ、世帯数も 19 世帯ずつ減ってい

藤堂　すいません、座って失礼します。めんこ

いテレビの藤堂と申します。今紹介ありました

けれども、2010 年ですね、震災がある半年前に

辞令があって、それまでは東京支社というとこ

ろで営業マン、テレビ局の営業って何やるんだっ

て思うかもしれませんが、いわゆるコマーシャ

ルとかをセールスする仕事をして、電通とか博

報堂とかそういうところを回ってました。全く

報道というセクションに来るとは思わなかった

んですけど、報道という取材にようやく慣れて

坂口　ありがとうございます。英里さんは、あ

る意味三陸の半当事者でもあるわけで、一方で

取材をしてきたというお立場で、斎藤さんはあ

る意味、外者的な視点で三陸、特に高田を中心

にその変化を見続けてきた人になります。

　そういった意味で言うと、斎藤さんと同じ枠

に入るのがめんこいテレビの藤堂さんになりま

す。藤堂さんは発災の 1 年前まで営業畑に居て、

そこからポーンと報道に異動になって、右も左

もわからない中、被災地の取材が始まり、しか

も 2011 年には特別番組も何本か手がけるとい

うことで無茶ぶりを会社から強いられた 1 人で

す。

　ある意味その外者から見た、特に高田とか大

船渡辺りに入っていたと思います。当時を振り

返ってみてどんな風に思っていたか聞かせてく

ださい。
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ということで、行ってお手伝いはできないけど、

支えたいという気持ちを大事にして募金活動を

展開しています。星印が付いているところは実

際に私が行って、その場所の様子をじっくり見

てですね、戻って来て募金活動をした人たちに

お伝えする。こういう風な一方方向じゃない感

じにしたいと思っています。2024 年の能登半島

にも行って参りました。

　その他、市民が主役。活躍できる場を提供し

て、市民一人一人が元気になっていただきたい

と思っておりますので、高校生が読み聞かせし

たいとなれば高校生にやってもらう、聞き手の

中にも高校生が子どものお世話をする、と。また、

高齢者の人たちも、絵本を読む練習など楽しく

しつつ、私たちではなく住民さんに絵本を読み

聞かせしていただくという、皆さんに ･･･ 何て

言うんでしょう、『生き残ってしまった～』って

いう風におっしゃるので、『いえいえ、今からだっ

て何でもできる。』っていうところを実践する。

そして役立った事を感じていただく、っていう

ところが活動の中心にあります。

　一年に一つ、地元の民謡を題材に紙芝居を作っ

　この写真は移動こども図書館で、2011 年 5 月

から続けています。小学校に学級文庫として本

を届けています。また、陸前高田と大船渡の子

育て支援団体に訪問し、読み聞かせと図書貸出

もしています。

　地域を巡回して、高台移転した方々や公営住

宅団地などに行って、本を貸し出したりお茶っ

こをしています。

　また、おばちゃんおじちゃん、いろんな人た

ちを集めて交流会をしております。彼らが仮設

に居た時には仮設で、また高台に移転したら高

台移転の集会所、また地域に溶け込んだならば

そこの公民館という感じで、皆さんが移ってい

くところを追いかけるようにして、交流事業を

続けています。

　そうすると、住民さんたちも何かやりたいっ

て気持ちがふくらんできて、右上の写真、フィ

リピンの台風の時にですね、『おらも助けても

らったから、テレビとか見でっとあの時を思い

出す。何かできないだろうかと思ってお金持っ

て来たんだけど預けるところがない。』っていう

言葉から始まって、では受け皿になりましょう

テレビの方が来ましたし。福島と宮城は同じよ

うに被災してましたので、そこはあれですけれ

ども、全国、遠くは沖縄から北海道まで、いろ

んな人の力を借りて報道をしました。今日ご参

加いただいているこの方々のところにも取材に

行かせていただいて、本当にお世話になりまし

た。

　なので、我々ローカル局と言われる地元のテ

レビ局の使命というか、そこが 13 年、どういう

風にしてこの震災報道を続けていったかみたい

な、どっちかというと裏話的なところをちょっ

と話ができればな、と思っております。

坂口　一方で宮古の住民でありながら、顔見知

りの人たちの苦悩とか、あと、まさに津波を撮

影しなければいけないという立場にあった時の

葛藤など、発災当時の撮影をするというカメラ

マンとしての使命とかがあったと思うんですけ

ど、一方でいろんな葛藤をしながらカメラを向

きた半年後にですね、この東日本大震災が起こ

りまして、そこからもう腹をくくって、今に至

るというところです。

　テレビ局のいわゆる記者という仕事をしてい

てですね、当時、めんこいテレビには記者と呼

ばれる人間が何と 3 人しかいませんでした。専

属の記者っていうのは 3 人ですけれども、アナ

ウンサーを兼務して記者をやっています。坂口

先輩もそうなんですけど、アナウンサーが記者

として、まぁそれでも 7 人とかですかね。それ

ぐらいですね。到底うちのマンパワーでは全て

のエリアをカバーできない。さらにカメラがな

いと取材ができない、カメラの台数も限りがあ

ります。当時は、うちの本社にあったカメラは

5 台かな。5 ヶ所しか行けないんですよ。じゃあ

そこをどうやって乗り切ったかっていうとです

ね、我々フジテレビ系列の系列局という、いわ

ゆる兄弟というか仲間に力を借りました。フジ

テレビもそうですし、お隣の秋田県からは秋田
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学校低学年から楽しみを入れながらということ

で、1、2 年生には非常持ち出し袋の中身を考え

る神経衰弱ゲーム、3、4 年生には地震が起きた

時にはどうするのかを防災すごろくで遊びなが

ら学んでもらいます。5、6 年生には震災で小学

校が避難所になった場合、何をすることができ

るのか、何が必要なのか、っていうような事を

巨大パズルにしてみんなで組み立てながら楽し

く学んでいます。また、避難所では防災マット

にこのようにして寝るんだよと実際寝てみる体

験をしています。

　その他ですね、岩手県教育委員会では小学校

1 年生から高校 3 年生まで復興教育プログラム

というものをやっているんですけど、小学校 1

年生になる前の導入部分として、未就学児用の

絵本を作っております。『いきる』、『かかわる』、

『そなえる』をテーマに一年に一つずつ作ってお

ります。今年度は『そなえる』でこの本を作り

ました。これは実際に子どもたちの前で読んだ

りして、岩手県教育委員会の方向性に、民間の

私たちも足並みを揃えています。ということで、

私たちは『本で人と人、人と街をつなぐ』この

ていますが、中学生だったり高校生、また子育

て中のお母さんや高齢の男性に、絵を描いてい

ただいております。そしてこれをあちこちで披

露しています。

　また、小中高校生、毎年 240 人から 300 人の

子どもたちに絵本づくりのボランティア活動に

参加してもらってます。日本の絵本に、海外の

送り先の現地の言葉のシールを貼るという活動

です。毎年送っていますけれども、送るだけじゃ

なく、私もミャンマーの難民キャンプとか、カ

ンボジアのスラムなんですけどそこに行ってで

すね、いかに子どもたちが喜んでいたか、これ

をリポートして、帰ってきて、大船渡の子ども

たちにフィードバックしています。「役に立てた」

という実感によって、子どもたちは次の社会貢

献アクションに出やすくなります。これはミャ

ンマーの難民キャンプですね。このような流れ

で今のところきております。コロナ禍でもでき

ることを模索しながら続けているところです。

　防災ワークショップは、震災後に生まれた小

学生を対象に、大船渡の 11 カ所の小学校のうち、

去年は 8 校実施しています。座学をしつつ、小

　岩手朝日テレビの宮古駐在っていう契約で、

発生物とか季節物とかですね、沿岸、南は山田

町で北は田野畑村、西の方に川井と岩泉ですね。

その辺りが私の範囲なんですけれども、大体月

に 20 本ぐらいのニュースを取材しています。

　津波注意報とか警報が出ますと、当時はです

よ、水門を閉める様子を取らなきゃ沿岸のカメ

ラマンではないぐらいの感じで、もう砂糖に群

がる蟻の如くですね、各社のテレビカメラが水

門のところに行くっていう習性だったんですね。

けていたというお話がありました。ちょっとそ

の辺を聞かせてください。

工藤　はい。改めて宮古市で映像制作会社をやっ

ているハニカムというところの工藤と申します。

よろしくお願いします。チラシの方には岩手朝

日テレビという風に書いてありますけれども、

元々はですね、岩手朝日テレビが今年 29 年にな

るのかな、来年 30 年になると思うんですけど、

その前のですね、朝日テレビ岩手支社みたいな

時代から、実は朝日系列のテレビ局と関わりが

ありまして、地元ではお遊戯会とか結婚式とか、

当時はビデオテープでしたけど、そういうビデ

オ映像ソフトを作る会社に勤めていたんですね。

7、8 年ぐらい前にその会社の代表がご逝去され

ちゃったので、私が自分で会社を立ち上げて、

今息子と 2 人で会社をやってます。なので、今

日は私が来ちゃったので、社員の半分がここに

来たということなんです。
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その中で託児をしてもらいながら、市の乳幼児

学級に入った時に、1 時間でも 2 時間でも自分

の子どもと離れて過ごすっていうことのすごく

有難さと、子どもを見ていただいてたお姉さま

方っていうのが、子育てがすごい上手だったん

ですね。それで、子育てのヒントが得られた

り、助けてもらえたり、わが子の良さに気づけ

たりして居場所って大切なんだなぁと感じまし

た。子育て支援ボランティアっていうのをそこ

で初めて知りました。大船渡の合同庁舎の中で

ちょうどやっていた子育て支援ボランティア養

成講座っていうのを受講しながらだんだん入っ

ていったっていう感じですね。だから私も、江

刺さんほどではないんですけど、私も子育て支

援という部分では長く関わっております。

　で、だんだんに自分たちで活動を始めてやっ

ていくうちに、陸前高田の駅通りがすごくシャッ

ター街になっていったので、土日をどこで過ご

しますか？っていうアンケートを取った時に、

やっぱり盛岡に遊びに行くっていうそういうア

ンケート回答がすごく多かったんですね。それ

でこれじゃダメなんじゃないかなと思って、駅

方向性は変わらず今後も続けていこうと思って

おります。ありがとうございました。

葛巻　はい。江刺さん、ありがとうございます。

江刺さんは大船渡に U ターンしてきたというこ

とですね？

江刺　そうです。U ターン組です。

葛巻　はい。では最後、伊藤（昌）さんお願い

します。

伊藤（昌）　はい。江刺さんがすごい立派な発表

だったので ･･･ ちょっと私 3 分って感じで簡単

なんですが。先ほどもご紹介いただいた通り、

生まれも育ちも陸前高田市です。同じ市内に嫁

いだんですけども、初めて同居というのを経験

しまして、こんなに子育てって大変なんだって

いうことを感じました。こちらにきらりんきっ

ずのパンフレットがございますが、第一子を連

れながら子育て支援ボランティアっていう、まぁ

サークルですね。サークルからまず始めました。

といてですね。

　来る 3 月 11 日なんですけれども、息子が大

学進学を控えて、そのスーツを用意しなきゃい

けないんで、紳士服屋さんに行ってスーツを買

おうかな、ということで半ドンでですね、半ド

ンっていうのは死語ですね。午後から休みをも

らって行ってるところで、何かやたら揺れるなっ

て、電線がビヨンビヨンして、これ地震かと思っ

て、これがやっぱりその砂糖の蟻じゃないです

けども、息子のスーツはどこへやらで、もう、

すぐ水門に行かなきゃっていう。いくら午後休

みをもらっていても、もうカメラを持っている

ので水門に向かうわけなんですね。ところが、

途中信号も停電で停まっていますし、道路は大

渋滞、目指すところは宮古市役所のさらに ･･･

宮古の辺りをご存知の方は思い描いていただき

たいんですが、旧宮古市役所から浄土ヶ浜に向

かっていくところ、ちょっと高く超えなきゃな

いところがあって、そこが漁協のビルです。通

今はどこの局も水門の近くに行っちゃ駄目です。

行って撮ったところで使えないのでっていうこ

とになってて、行くんじゃない、と。まずは命

を守ってくださいね、という風に変わりました。

これはあの津波があったからですね。いかに危

険なことをしていたのか。長年、長い間津波が

来てなかったので忘れていたというか、ちょっ

と思い違いをしていたんでしょうね。日本中の

テレビ局で津波注意報が出たら水門を撮るのが

当たり前っていう時代だったんだと思います。

　震災の 2 日前ぐらいにも大津波警報が出たと

きも実際、水門を閉めるところを撮ったりして、

やっぱり津波来なかったねと。あの時 ･･･60 セ

ンチ？ 1 メートルの警報だったかと思いますけ

ど、実際は何十センチか来た程度で、これが津

波というものか、ぐらいの感じだったんです。

沿岸カメラマンとしてはまぁ仕事はできたと。

水門を閉めるというのを記録する仕事はきっち

り行うことができました。良いか悪いかは置い
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と思いました。

　子育てはやはり家庭だけでできるものではご

ざいません。親子だけでできるものではないの

で、やはり子育て広場を通じていろんな人と、

団体と、地域と、それが本当に元気な子どもたち、

親を育むことで復興の未来の先に繋げて行きた

いなと思って、『繋がる、産む、育む』という三

本柱を立ち上げました。人との出会い、交流を

広めていって、地域・世代を越えてお互いに支

え合う。パパもママも当事者意識を持ってもらっ

て、お互い様という感情を通して学んでいくと、

やっぱりいろんな体験を通してお父さんもお母

さんも育っていってほしいな、と思って様々な

活動をしています。

　主軸は『おやこの広場きらりんきっず』って

いうものなんですけど、地域に出向いた「お出

かけきらりん」っていう企画で米崎町というと

ころに行ったりとか、アバッセっていう商業施

設が中心地にあるんですけど、そこのパブリッ

クスペースに月一回お出かけしたりしています。

子ども向けのイベントなんですけども、その他

にも地域の人も気軽に参加する夏祭りだったり、

通りに洋品店をリフォームして、最初、普通の

主婦 4 人だけで始めました。そうしているうち

に 7 ヶ月ぐらい経って、東日本大震災が起こり、

駅通りのその活動の場所もスタッフも全員被災

しました

　それで、ますます産み育てやすい街を作らな

くちゃいけないんじゃないかと思って、流され

ちゃって二度とダメだと思ったんだけど、こん

な時だからこそと思って、被災して、4 月には

一中（陸前高田市立高田第一中学校）の図書室

を借りて再開したんですよね。こんな時だから

本当に産み育てやすい街を作りたい、と思いま

したね。2013 年に私たちは、何で NPO にした

かと言うと、それまで任意団体だったんですけ

ど、やっぱりいろんな方々と信頼関係を築きな

がら手を繋がないと子育てしやすい街を作って

いかないとと思ったんで、NPO 法人を立ち上げ

ました。目指す目標としましては、やはり『郷

土を愛する子どもたちの健全育成』ですね。こ

こで育った子どもたちが郷土に誇りを持って、

被災したけど、ここに住んでよかったと思って

もらえるような、そんな活動をしていきたいな

か、と踵を返して市役所庁舎に上がって、なん

かすごい堤防を超える黒い津波、大型漁船がこ

う堤防を越えて来たりとか、橋にぶつかったり

する映像を撮ることになったんですね。あの市

役所から漁協ビルまでを 7 分間で行けたかどう

かは、多分無理だったと思うので、市長が応援

団出身じゃなかったら俺死んでただろうな、と

思うんですよね。だから命の恩人なんですよね、

市長は。

　それで市役所の前の堤防の黒い津波を撮って、

一晩市役所で夜を明かすんですね。ところがビ

デオカメラなんてバッテリーとメディアがいっ

ぱいになっちゃうと、ただの重しにしかならな

いので、事務所に換えのバッテリーとメディア

を取りに行きたいなと思って、ちょっと行って

くるねなんて、もう日没になってるんですけど、

そう言ったところ、市役所の職員さんたちから

も止められて、出してやるわけにはいかん、と。

津波がさらに第何波が来るかわかんないんだか

称漁協ビル。漁業協同組合宮古何とかビルって

いうビルなんですけど、そこはですね IBC もめ

んこいテレビもそこから撮ってるのかな？そこ

の水門が大きくて見栄えがいいんですよ、映像

的に。水門を閉める映像が派手なもんですから

ね。そこに向かうわけなんですけれども、大渋

滞で車が進まなかったので、やむを得ず旧市役

所に車を停めて、カメラだけ持ってそこから歩

いて、1 キロぐらい ･･･1 キロ弱ぐらいだと思う

んです、旧宮古市役所から漁協ビルまでは。そ

こをカメラ持って行ってる時に、旧宮古市役所

の庁舎の上の方から「工藤くん行くな！津波が

来るぞ！」って言われて、それがね、宮古市長。

応援団だったので、声が人より通るんですね。

他の人も、後から聞いたらみんなで呼んでたら

しいんですけど、声が届いたのが今の山本市長

の声だけだったんで。無視して行くと後から「お

前無視して行ったっけもんな～。」って冷やかさ

れるのわかってたんで、じゃあもう水門諦める
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室があって、床暖で、本当にほっと一息つける、

いつ来ていつ帰ってもいいような居心地の良い

安心なスペースを用意しています。子育てと同

じように本当に柔軟に対応するっていうことで

今出来る事を一個一個、地域の中でも笑顔の輪

を広げるという活動をしています。

葛巻　ありがとうございます。皆さん 2 時間く

らい講演できる方々ですが、今日はコンパクト

にまとめていただきましてありがとうございま

す。ちょっとだけご紹介すると、早川さんは北

九州市の出身で、震災を機に岩手に入ってくだ

さって、そのままずっと宮古でみやっこベース

の活動などをしてくださっています。阿部さん

は大槌の方で、震災直後に団体を設立されて、

活動したのは 3 年ぐらいでしたかね？

阿部　2 年ちょっとぐらいかな。

 

葛巻　そうですね、2 年ちょっとでしたね。大

槌で団体を立ち上げ、その後次の方に代を譲っ

て今は別の活動をしています。今日も実は埼玉

今年で 3 年目になるんですけど、まちの縁側ま

つりとか、ファミリーフェスっていうのも 2019

年ぐらいからやってるんですけど、それも 500

人ぐらいっていう感じで開催したりしています。

震災を経験した団体ということで防災講座にも

取り組んでいるんですけど、あまりにも被災が

酷すぎて実は目が向けられなかったんですね、

正直言って。2019 年から本格的に取り組んで毎

月講座を開いて、街を歩く、生活に密着したっ

ていうことを感じてもらうためにパラコードの

グッズを作って販売をしていくっていうことも

やっています。今はまちの縁側です。まちの縁

側っていうところは高田の駅のすぐ隣なんです

けど、本設になります。これは 5 ヶ所目になり

ました。2020 年の 1 月に開所したんですけど、

すぐにコロナで ･･･ っていう状態だったんです

けど。その中でも自分たちで何ができるかって

活動をずーっと通して大切にしていることは、

子育て当事者の目線に立つっていうことをすご

く大事にしています。子育てが社会情勢とかい

ろんな時代の流れですごく変化してきても多種

多様な家庭に寄り添っていきます。ここは調乳

と病んだりもしたんですけど、その時に局の先

輩から、「あの映像があって世界に発信されたか

ら、世界中の目が日本に向いて、支援がたくさ

ん来たと思えば救われないかい。」って言われた

時に、スッとこう、荷物を下ろしたような、ちょっ

とだけ気が楽になりましてね、やっぱりそうい

う、いくらつらいひどい現場であっても撮るこ

との必要性っていうのを感じた次第です。

坂口　ありがとうございます。その意味でいく

と英里さんも自分の生まれ育った土地が変化し

ていく様子を見てきた。そこでカメラを向ける、

新聞という形のカメラを向けるっていうことに

はなるけれども、その撮影をする、撮るという

ことの抵抗感とか、その時の思いっていうのは

どんな感じだったんでしょう？

鈴木　工藤さんと全く同じで、やっぱりものす

ごい抵抗がありました。今、私があの震災当日

ら、と。朝、陽が昇って、見てわかったのはと

ても行けた状態じゃなかったですね。腰まであ

るヘドロだったりとかだったんで、結局、実際

に行っても無理だったんでしょうけど。

私は生まれも育ちも宮古市なので、故郷が壊れ

ていく様子を撮ってしまったっていうことの、

それって家族が殴られてるところを黙って撮っ

てたっていうものだなって思ってましたね、本

当に。そんなものを撮っていいのかなっていう

悩みがすごくあって、落ち込んだりして、ちょっ
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らの課題感があるので自分で活動されて、そう

いったものがあったからこそ、震災後も活動し

ているということのご紹介でした。

　今日のこの分科会：テーブル 2 については

･･･、あ、すいません。先に私も簡単に自己紹

介したいと思います。私は花巻出身で、一度県

外に出て、今戻って花巻に住んでいる葛巻徹と

申します。私自身も 2006 年ぐらいから、実は

当時サラリーマンをしながら NPO 活動をして

いまして、ちょうど子どもが生まれた後ですね。

子どもたちのために何かできることがないかな

と思って、花巻の若者たちでイトーヨーカドー

の屋上で盆踊り大会をしたりですとか、24 時間

で 100 キロ歩く企画ですとか。そういった地域

活性化活動をいろいろと 3 年ぐらいやっていま

した。そういう活動をしているうちに、ちょっ

と思ったのが、私を含めて地域活性化活動をし

ながら生活をしてる人たちは、なんかあんまり

こう ･･･ 社会で報われてないような感じがしま

した。例えば、この活動をしてて『偉くなりた

いのか？』とか、『目立ちたいのか？』とか、そ

ういう事を言われることもあったりしてですね。

から来ていただきまして、どうしても私、敬一

さんから当時の話を聞きたいと思って今日はお

願いして来ていただきました。伊藤（聡）さん

は私も同年代で、震災前から付き合いがあった

んですけど、震災前から釜石で活動されていらっ

しゃって、震災後に釜石で団体を立ち上げたん

ですね。

　江刺さんの活動のきっかけは、海外で活動さ

れて、その後大船渡に U ターンをされて、震災

前から活動をされてきた、というところでした。

伊藤昌子さんも震災前のご自身の子育て環境か

ちゃいけないことだった。少なくとも俺たち地

元の新聞がやっちゃいけないことだった。そこ

にいる人たちの気持ちが一番わかるはずなのに、

自分だったら撮られたくない。俺だって撮られ

たら怒るだろう。だけどそこでやってしまった

ことが悔やまれる。」って言ってたんですね。そ

れも正しいと思うし、一方で、そこで撮って遺

すっていうことの大事さっていうのも後になっ

てよくよく考えるようになりました。

　要は、どんなに言葉を尽くしたって、記録で

遺したって、1 枚の写真がどれだけその状況を

雄弁に物語るか。先ほど工藤さんがおっしゃっ

た通り、その撮った映像なり写真なりが、外の

人に見てもらえて、こんなにひどいことが起き

たんだって知ってもらう。それが後世にも伝わ

るっていうことの大事さ。このバランスを考え

ると、どうするのが正しかったのかっていうの

は今でもわからないです。だから私達地元の人

間は、それがとても難しいと感じて葛藤してき

の自分が撮った写真を振り返っても、やっぱり

人の姿って撮れないんですよね。撮ってても後

ろ姿、要は逃げてきた人たちの姿を撮ったりは

してるんですけど、それって津波を見る前で、

津波が襲ってきてからは、それを呆然と見つめ

てる人たちとかの姿っていうのは、やっぱり撮

るのが憚られました。その無音の世界になって

いる中にシャッター音だけが響くっていうこと

の何か恐ろしさというか、でも撮らなきゃって

いう気持ちはあるんです。これ遺さなきゃって

思うし、遺さなきゃって気持ちでやっぱり撮っ

てるんですけど、人の方向を見てはできなかっ

た。後からうちの社員に聞いたところ、やっぱ

り同じように、遺さなきゃっていう気持ちで避

難してきた人たちを撮ってたら、掴みかかられ

たっていう人がいました、記者の中に。若い男

性から、「お前たちだって地元だろうが！何やっ

てんだべ！何でこんなの撮れんだ！」って、掴

みかかられてしまった、と。「本当にあれはやっ
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なればいいなってことを思っています。よろし

くお願いします。

　今日の登壇者の皆さん、県内沿岸部の近い地

域で活動してますけども、実はなかなかね、お

互いに想いを聞く機会もなかったりしてるので、

もし何か最初に質問とかあれば ･･････ 大丈夫で

すかね？

　今日のテーブル 2 では、私の方で皆さんに事

前に質問を考えてスケッチブックに書いて来て

おりますので、それをベースにスタートできれ

ばなって思ってます。さっきの報告でも皆さん

からもうすでに触れていただいた部分はあるん

ですけれども、これらの質問ごとに皆さんから

一言ずつお話していただければなと思ってます。

今、活動報告していただいたのは震災以降のこ

とでお話いただいたんですけども、最初の問い

は、そもそもこういった市民活動とかボランティ

アに関わる最初のきっかけは何だったのか、を

伺いたいです。敬一さんからは阪神淡路の話も

ありましたけれども、最初に震災復興に関わら

ず、NPO とかボランティアに触れたきっかけみ

たいなところを聞ければな、と思っております。

そういう環境もあったので、団体さんたちを応

援することによって、もっと岩手が良くなるん

じゃないかなっていうことで、花巻でそういう

団体を応援する活動を始めました。実は岩手県

ではそういう NPO を応援する NPO が多いって

いう特徴があって、震災の時に、釜石の団体の

方がそういう NPO をやってくという話があった

ので、今日パンフレットもお配りしていますけ

ど、2011 年にいわて連携復興センターの立ち上

げにも関わらせていただきました。その時はサ

ラリーマンをやっていたので、NPO に転職して

今も活動を続けているという感じでございます。

本当に直近でいくと能登の災害とかもありまし

たけれども、なかなか皆さんの活動って、誰か

にやってけろって言われてやってるわけじゃな

いじゃないですか。だから例えば、行政がそれ

を誰かにしてほしいなと思ったとしても、それっ

て本当に普通の市民の方が時間や何かを削って

やるしかなくって、今日は皆さんのそういった

活動を始めた経緯の話だったり、想いを伺うこ

とによって、今後も地域で市民活動がスタート

したり、それが応援される、そういった岩手に

影する人たちがいた。そういうのをどんな思い

で見てたのか、率直に聞かせていただきたい。

岩間　震災から 8 ヶ月目に、11 月なんですけど

も、今の団体を立ち上げて、皆さんも知ってる

と思いますけれども「おらが大槌復興食堂」っ

ていうのをやりました。本当に震災後、正直、

食堂を立ち上げるまでの夏までの間っていうか

は、取材で入ってきてる人たちを、住民的には

避けてる感じ、できれば受けたくない。私自身も、

住んでた家は大丈夫だったんですけども、すぐ

そばの避難所に毎日行かなければ情報が入らな

い状態で、職場もない状態で、自分の家族、行

方不明になってる家族を探す、その毎日で遺体

安置所に行ったりすると、駐車場のところでやっ

ぱり取材者がいらっしゃるんですけど、正直逃

げてましたね。受けたくないみたいな。今はそっ

としておいてよ、みたいな。本当にそういう気

持ちで過ごしてました。

ましたけれども、そしてまた全国紙の方たちと

か全国のテレビ局が、遠慮会釈なしにそういう

のを撮っていく姿に対して嫌悪感を覚えたこと

もありました。それでも、そうやって遺しても

らったっていうことに関しては、大事なことだっ

たな、という複雑な気持ちがあります。

坂口　一方で取材される側という立場だと敬子

さんになります。敬子さんは震災の夏ぐらいま

では、言葉を選ばずに言えば、普通のおばちゃ

んだったわけですよね。その後、復興食堂を手

がけて、今は語り部をしてます。大切な故郷が

変化していく様子を見続けてきた。自宅は被害

を受けていないけれども、実家が被災をしたり、

いろんな被害を受けている 1 人です。当時はま

だ、発災から数ヶ月の間は、直接撮影されるっ

ていうことはなかったと思います。でも、知り

合いをたどったり、お父さんが生きていないか

一生懸命探したり、いろんな動きをする中で撮
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ボランティアに行ったっていう話を聞いていて、

なんとなく災害時のボランティアって自分だっ

たら何ができるんだろう、と実は考えていた時

もありました。今回に関しては、本当に海外か

ら帰って来てすぐで、自由な時間があったとい

う身だったので、それをきっかけに、2011 年に

初めて宮古に来ました。その後、地元のボラン

ティアの方々が復興支援を長くやって行きたい

ということで任意団体が立ち上がって、そこに

誘ってもらって、色々勉強しながら活動を続け

てきたという感じです。

葛巻　はい。ありがとうございます。敬一さん

はいかがですか？

阿部　阪神の時はまだ勤め人やってて、友達と

かもいっぱい被災して、その時何やれるかって

せいぜい地元のスーパーで買えたちょっとした

食料を持って友達のとこに行くぐらいしかでき

なかった。というのはやっぱり仕事してますし、

大阪と神戸では全くもう別世界だった。神戸は

災害で大変なことになっていて、でも大阪は普

まずは、早川さんからいいですか？

 

早川　はい、僕はですね、こちらに来るまでは

本当に一切と言っていいぐらいボランティアは

やったことがなかったので、東日本大震災の災

害ボランティア活動が初めてです。ただ何とな

く知る機会はありまして、阪神大震災が小学 2

年生で、うちの近所に避難のために同い年の女

の子が引っ越してきまして、そこで話を聞くこ

とがあって。大学生の時には、バイトしてると

ころの店長さんの息子さんが中越の地震の時に

坂口　みんなとにかく情報が欲しくて新聞を取

り合っていたという感じ？

岩間　そうそうそう。最初に手に取った新聞に

求めた情報は何でした？何の情報が一番欲しい

と思って見ました？

岩間　最初に見た新聞は、被災の状況を空撮し

た写真が写った新聞でしたね。どこの新聞かま

では覚えてないけども、福島から宮城、岩手っ

ていう感じで被災地の上空写真が載った新聞を

見たのが最初でした。

坂口　今振り返るとどんな思いでそれを見てた

でしょう？

岩間　いや、もう衝撃的だったので、こんなに

も広範囲で、本当にすごかったんだなっていう

のを初めて知ったっていう感じです。なんか自

坂口　欲しい情報が、自宅が残ってても避難所

に行かないと得られないっていう状態、テレビ

と新聞だとどっちを頼りにしてたんですか？情

報を得るために。ラジオ？

岩間　テレビ、新聞って言っても、テレビが映

らない状態だったので、在宅避難者なんですけ

ども、自分の地域で電気が通ったのが 1 ヶ月半

後なんですね。なので、その間はテレビで東日

本大震災の状況、自分の町の状況すらも、テレ

ビで見るっていうことができなくて、毎日避難

所に行って、1 週間目ぐらいかな、そのときに

初めて岩手日報さんの新聞を読んだっていう感

じです。ただ、結局避難所にたくさんの人がい

るので、新聞を取るじゃないですか。そうする

と人数分新聞が来てるわけじゃないので、結局

最初に取っていった人たちはわかるけど、だか

ら 1 週間後に読むって言っても、日にちがもう

何日か前の新聞でしたね。
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立ち上げたりとか、まあだいぶ避難された方か

ら変な目で見られましたけど、バイパス沿いの

花壇を整備し始め、まだ瓦礫をやらなきゃいけ

ない時に、花壇を整備し始めて、その後 NPO さ

んに人的なサポートをもらって活動を続けまし

たけども、その辺りで、何か ･･･ 何だろう、そ

ういう地域で何か役に立てないかという活動は

そこがやっぱりスタートでしたね。

葛巻　3.11 もある種の機会になった、というこ

とですかね？

阿部　はい、そうですね。だからあの時、変な

武者震いがしたんです、3 月 11 日の当日に。い

や、大変なことが目の前で起こってるんだけど

も。町を何とかしたいという想いがあったんで

すよ、震災前から。つまんねぇ町だとかいろん

な想いがあったんで。何かここで、いろんなも

のを変えていけたらなと思ってたんですけども。

『あ、これリセットされるな。』と思った瞬間に

なんかもうゾクゾクワクワクしちゃって、不謹

慎ですけども。ここで何かを変えるチャンスだ、

通に仕事が動いてて、その中にいましたんで、

何かそのギャップと、こんな大変な時に仕事か

よって言う。その時に思ったのは自分が、何か

事が起こった時に、やっぱりそういう生活なの

か、自分なのかっていうことで諦めてたんです

ね、『できない』って。これはもう自分で時間と

かコントロールできるような状態にいなければ、

何かあった時に本当に動けない。それをその時

に感じて、東日本大震災でたまたま U ターンし

て岩手に帰って来た時にそれを経験して、今度

は全部思ったことは何でもできる、というとこ

ろで震災の当日から近所にうちの米でおにぎり

作って持ってったりとか、まぁいろんな活動を

し始めて ･･･ そこからですね。あとは避難所と

か回って、人探しを、親戚とか探してる時に声

をかけられて、1000 人規模の避難所、大槌高校

でしたけれども、そこで食事なんとかならない

かって言われて、もうそれから一か月ほど、毎

日通ってその食事を作ってまして、1 ヶ月くら

いした時にもう避難所で回せる体制を作るべき

だと思ったんで、俺はもう引いて、外に目を向

けて何か出来る事はないかって思って、産直を

たら教えてください。

斎藤　はい。先ほど岩間さんの話で、私も遺体

安置所にずっと 1 日いたな、と思って。今ふと

思い出してですね。何でいたのかなというと、

多分、本当につらい状況の中で、安置所に来る

人たちにもお話を聞いて、どんな思いなのかを

伝えなきゃって思うんですけど･･･多分1日ずっ

と居ても、本当に何人かしか取材できなかった

けど、なんか ･･･ うん ･･･ 居たなと思って。はい。

分のとこしか情報が入ってこないので、自分が

大槌だからかもしんないけど、岩手県だけだっ

たのかなってしか思ってなくて。それが、その

上空写真を見た時に、こんなに広範囲の津波だっ

たんだと初めて知ったっていう、衝撃的でした

ね。

 

坂口　ある意味、新聞という情報が与えてくれ

たものっていうのは、客観的に今の状況を捉え

ることができる、ちょっとした冷静な時間を与

えてくれたものだったように、今の話を聞いて

思いました。

　その辺りでいくと、斎藤さん、その当時高田

に着任して取材をするのは 2012 年以降でした

けども、もう発災直後からよく高田に来て取材

をしておられました。当時取材で、これだけは

取材をするんだ、またはこれだけは心がけてい

た、注意していたとか、日々取材を重ねる中で

思っていたこと、大切にしていたことなどあっ
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NPO サポートセンターの川原さんとかが最初の

上司だったりするんです。だからこっちの商店

街を元気にして行こうぜ！みたいな、そういう

仕事をしていた最中、たまたま 24 歳の時に知

り合いから声をかけられて、『若い人でいろいろ

やってるこういう団体があるから、どう？』っ

てお誘いを受け、たまたま行っちゃったんです

よね。最初は何となくみんなで、若い人と飲み

会したりとかっていう感じなんですけど、だん

だん子ども向けのイベントを年に 1 回やったり

とか。いろいろやっていくうちにハマっていっ

たんですよね、市民活動に。その後、地域医療

を考えるような団体を作ってみたりとか、27 歳

で観光にも取り組んだり。釜石市って観光の要

素があまりなかったんですよね。まぁ鉄で栄え

た町だからっていうのもあって、いわゆる“観

光”が釜石にはこれから必要なんじゃないかなっ

ていうところにピンときて、観光地域作りです

よね、いわゆる。それをやり始めていきました。

そしたら、宝来館の女将さんに出会って、2010

年の 3 月から雇ってもらってグリーンツーリズ

ムをやり始めたら一年後に被災するっていう感

何かやってみようって思ったのがきっかけです

ね。

葛巻　はい、ありがとうございます。じゃあ聡

くん、お願いします。

伊藤（聡）　はい。それで言うと自分は 24 歳の

時なんですけど。震災で被災したのが 31 歳で、

震災の何年か前から、いわゆる市民活動に関わ

り始めたっていう感じです。ちなみに最初から

意識が高かったかっていうと全然そうじゃなく

て、自分は釜石南高校って、割と進学校で大学

行く人が多い高校の出身でして、自分は部活が

終わったら遊びほうけていたら大学受験に全部

失敗して、全部落ちたんですよ、大学。しょう

がないから、仙台の専門学校に行って学校もろ

くに行かずにパチスロばっかりやってて、その

ままパチスロでちょっと生計立てる、みたいな。

そういう経歴なんですけど。

　たまたま釜石に縁があって働き出して、でも

そこでも商店街振興するような組合で、実は

当時の上司は、NPO 法人アットマークリアス

伝えてくださいな。」っていうのを言われて。こ

れはもう、我々が取材をしてどうこうとかって

いうんじゃなくて、みんなとにかく情報を求め

てるんだなって。

　私達は 1 週間のうち 3 日か 4 日ぐらい遠野の

民宿に泊まって、あとは 3 日か 4 日取材して盛

岡に帰る日々で、その頃盛岡は 1 週間ぐらいす

ると電気も通っていたので、沿岸とのギャップ

が、2011 年の夏ぐらいまでは続いてたんじゃな

いかな、と思います。陸前高田は避難所が一中

で閉所したのは、8 月のお盆の前なので、その

あたりでなんとなくフェーズが変わっていくの

で、こちらとしても、次何の取材をしようかな、

みたいなことを考えて。その時には私も支局に

着任して、大船渡に住んでましたけども、大船

渡から通ってたので、という思いですね。すい

ません、まとまらなくて。

坂口　敬子さんが、テレビを見られるまで 1 ヶ

月半？かかったっていう話がありました。藤堂

　震災の直後はですね、もう起きてることを伝

えなきゃって思いがあるので、携帯電話とかも

遠野に帰ってもまだ最初は通じなかったので、

逆に本社からの連絡が取れないというのは逆に

いいことなんだなって、今思うと。携帯電話が

通じないということで、勝手に取材して勝手に

原稿を出してですね、あとは知らないよと。で

も意外とそれで 1 週間ぐらい新聞はできてるん

ですよね。今だともう、これやれあれやれって

電話がかかってきてですね、いや、まだ取材し

てるから、みたいなことが結構あるんですけど。

　でもみんな一生懸命必死になって、震災の現

場を伝えようと思っていたこととですね、あと

覚えてるのは、この避難者名簿、東海新報さん

もやってましたけども、岩手日報でもやってい

て、あと IBC さんではラジオで避難者をずっと

読んでたんですよね。私 3 月 15 日に広田に行っ

て、多分、岩手日報の車を見た人が「盛岡から

来たんだったらこの避難者の名簿を IBC さんに
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子どもが大勢いたり、彼らの生活を垣間見てい

るうちに、あるときふっとボランティア活動に

入り始めたんです。

　いろいろ金銭を集めたり、それで物資を買っ

たりして、いろんな施設に寄付しました。カー

スト制度が生きていますので、支援対象者は底

辺といえば底辺の環境なんですけど、寄付者に

対して崇めるように『ありがとうございます！

ありがとうございます！』みたいな感じなんで

すね。『いやいや、そんな風に言わないで。あ

なたたちが居るから私たちの活動がある。』っ

ていう風に思うんですね。まるで寄付者の地位

が高くて、もらう方は地べたすれすれみたいな

はっきりと格差が見えるわけです。私たちは同

じ人間同士で、嬉しいときは嬉しいし、悲しい

ときは悲しい気持ちを抱くことに変わりはない

のに。当時私は 2 人女の子を出産して絵本を読

み始めていた経験から、絵本や紙芝居の読み聞

かせでみんなが笑顔になるってことを試みまし

た。『あー、面白かったねー！』って、この楽し

い時間を共有する、楽しい気持ちを分かち合うっ

ていうところで、『同じだね。』を表したかった

じだったんで、きっかけで言えば 24 歳の時なん

ですね。あれもう…震災直後から、ボランティ

アコーディネートの立場で活動してきました。

自分で言うのもアレですけど、初動はだいぶ早

かったと思ってるんですよね。それって、これ

まで市民活動だったりそういうボランティアに

いきましたっていう経験がすごく大きくて、ど

う動けばいいかっていうのがなんとなくわかる

んですよね。なので未だにこだわってボランティ

アコーディネートをやってるっていうのは、実

はそれが活きているということです。

葛巻　はい。続いて江刺さん、お願いします。

江刺　はい、私もまさにインドにいた時なんで

すけども、最初はですね、ボランティア活動に

携わっている人たちって「えらいだろう」みた

いな傲慢な空気を感じて、しかも私は 20 代で反

抗期が遅れて来ていたものですから、ボランティ

ア活動をしている人間に対しての不信感が大き

かったです。

　しかし、道端で人が亡くなったり、物乞いの

れが全く届いていない。これは何のために放送

するのかな、という風なのは正直ありました。

ただ、我々のメディアっていうのは全国の方に

発信できるので、これを見た東京の人が宮城の

人に伝えて、宮城の人から岩手にいった、とい

うようなものもちらほら聞こえてくるようにな

りました。どう現地の方に届けるきっかけにな

るかわからないから頑張ろう、ということで、

報道したのを覚えています。

　テレビというメディアがズカズカとはいって

カメラを構えて、しかも我々ってペンではなく

て、カメラを向けてインタビューに答えてもら

わなければ放送にならないというメディアです。

さらに、テレビの報道記者って、画面の前で喋

らなければいけないんですよ。例えば避難所を

バックにして喋った、「お前さ、この前あそこの

避難所でこんなこと喋ってたけどな。」って言

う矢面に立つ立場でもありました。ただ、そこ

は我々の使命というか、そういったものなので、

さん、よくめんこいテレビの中でも取材して局

に戻ってきて話題になるのが、誰のために取材

してんだろうねって、よく編集室で話をしてた

のを、今思い出しました。あの時の話をぜひ聞

かせてください。

藤堂　沿岸の被災された方はですね、我々のテ

レビを見れるような状態じゃない、でもテレビっ

て 24 時間放送してますので、24 時間のあの枠

を全部埋めなければいけないんです。埋めるっ

ていう言葉は変ですけれども。全国ニュースで

やるのが 1 週間ぐらい続いて、体力的に限界が

あるんですよ。よく話題になるのが、もうバラ

エティー流すのかとか、このご時世にこの番組

を流してるのかっていう批判が正直ありました。

我々はですね、なるべくそこは避けようと、深

夜はひたすら行方不明になった方とか、生活情

報を文字だけの情報でずっと繰り返し読んでる、

という風な状況を作ったんですけど、実は、そ
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よね。当時自分たちで何も決めないで和室で集

まって、同じような年代で同郷で楽しみながら

始めようよって言うのがサークル活動のきっか

けだったんですね。でもその中でもやっぱりい

つもの見たかったって、来てくれって来たんだ

けど、でもやってるうちにただやってるだけじゃ

なくて自分たちで運動会だったりとか、講師呼

んで一人一つやってみようみたいなのが、お金

なくてもできるね、楽しいねに発展してったよ

うな気がします。お金なくて、気仙地域の中で

気仙地域子育て支援ネットワーク「Wa-i」って

いうのが自主サークルですね。それは大船渡市

議会、高田、気仙、『こころは一つ』って言った

んですけど、そんな感じで始まったっていう感

じですね。

葛巻　はい、ありがとうございます。今皆さん

からお話を伺ったように 3.11 の時もやっぱりい

ろんな選択肢が皆さん自身もあったということ

ですね。その中で今の活動を取り組んでこられ

た。もしかしたら他にも選択肢があるなら、そ

れは引き続きその活動の方向性でやろうってこ

というのが、私の読み聞かせの最初、ボランティ

アの始まりですね。それを日本に来てまた継続

したっていう感じです。

葛巻　はい、ありがとうございます。伊藤昌子

さんお願いします。

伊藤（昌）　私、皆さまの話を聞いてて、ボラン

ティアいつかな？って振り返ったんですけど、

陸前高田市に太鼓フェスティバルってあったの

知ってます？そこで私、市役所の臨時職員をし

てた時に、『やってみたら？』って言われて声か

けられたところから始まったんだよね。自分か

ら率先してっていう感じじゃなかったです。そ

れが最初。

　それが二十歳くらいか？子どもが生まれて、

さっき言った乳幼児学級で、『ボランティアって

あるんだ。』っていうのを知って、そこでつくし

乳幼児学級っていうのを自主活動でやってたん

です、サークルみたいに。それやってたんだけど、

グループごとに輪番制で連絡網を作ったり、企

画を作ったりしてたら苦しくなってきたんです

個人のお宅とかお寺さんとかね、避難所って、

結構格差があるなっていうのを感じてたんです

よね。要は、テレビとかで報道が多い避難所に

はたくさん物資も届く、支援の手も届く。だけ

どそうじゃないところにはなかなか来ないとか。

あとは、届くんだけどすごく偏ってるとか、数

が足りない、むしろ多いとか、そういういろん

な困りごとがあったんですよね。そういった話

を聞いてると、避難所の規模、何人避難してる

とか、どういう人がいるとか、何が足りないっ

ていうのは出さなきゃいけないんじゃないか、

と考えまして、編集部の中でみんなで手分けし

て避難所一軒一軒歩いて、何が必要なのか聞き

ましょうと。かなりの数があったんですよね。

だけどみんなで手分けしてまわって、いいリス

トができたってすごい自己満足をしてたわけで

す。私達頑張った、役に立ったってね。でも今

度は、その時に求められてるニーズとかフェー

ズって、すぐ変わるんですよね。昨日までは足

いろいろ葛藤しながらやっていたのを覚えてい

ますね。

坂口　こういう話をしていくと、あの緊迫した

状況の中で必死になっていた、必死になりなが

ら取材をしていた、その一方で取材されたくな

い、そっとしておいてっていう三陸の方たちの

率直な思いもあったっていうことが、何か見え

てきました。

　ちょっとここで、1 回、箸休めじゃないんで

すけども個人的に失敗談の話を聞きたいなと思

いました。英里さんからさっき失敗談二つあっ

たっていう話があったので、ちょっと失敗談の

話を聞いてもいいですか？

鈴木　はい、じゃあどうしようかな。この支援

要望リストについてご説明したいと思います。

取材してる時にですね、大きな規模の避難所と

小さい規模の避難所とか、あとは学校避難所と、
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地元に帰って就活をしようかなと思ってました。

最初は 2 週間ぐらい宮古で活動して、だんだん

南に下って行けたらいいかな、とかなんとなく

思っていたんですが、活動に行ってみたらすご

くボラセンの職員のみなさんが親切でした。地

元のボランティアの人たちもすごい賑やかとい

うか、楽しげに、外から来るボランティアの人

たちを盛り上げていただいて、大変な状況では

あったとは思うんですが、そういう風に楽しく

活動してました。飲み会にもいろいろ誘ってい

ただいて、皆さんと仲良くなっていくにつれて、

2 週間やって南に下ってまた新しい地域ってい

うよりは 2 ヶ月間宮古で活動した方が関係者と

も仲良くなって、より良い活動ができるかな、と。

一週間もいれば、外から来たボランティアとし

ては長い方になるので、中と外を繋げようなん

て、なんとなく役割を感じてて。

　さっきもお話しましたけど、地元のボランティ

アの人たちが継続的に宮古のまちづくりとか復

興を盛り上げたいという風に立ち上がって、そ

こに加わってくれないかと声をかけていただい

て、かなり悩んだんですが、皆さんとお話をし

とで思ったと思いますし。

　早川くんの、ボランティアの期間が終わった

ら地元の北九州に帰るっていう選択肢もあった

と思うんですけど、でもやっぱり活動を続けた、

始めた、その原動力って何だったのかなってい

うのを聞きたいなと思います。

 

早川　そうですね、僕が初めて来たのが 6 月で

した。宮古市の災害ボランティアセンターが県

外個人ボランティアを受け入れ始めたタイミン

グだったんですね。で、最長 2 ヶ月間活動して、

ちゃんとやっぱりなかなか活かされないもんな

んだなっていうのを感じたりしています。

　あと、これは失敗というか、まぁ難しいなっ

て改めて感じたことで、今だったらこういうこ

とはやらないなって思ったのが、火事場泥棒の

話。やっぱりこれも取材で歩いてて、いろんな

ものが盗まれてる、という話を聞いたわけです

よ。実際に金融機関とか、市職員を装っていろ

んなものを騙し取ろうとする人たちも実際にい

たんですね。注意を呼びかけられたりもしてま

したし、お店が被災したところは売ってる物を

ね、例えばタイヤとか、貴金属類とか、そういっ

たものを盗まれちゃったっていう話も実際にあ

りましたし、あとはその被災した車からガソリ

ンを取り出そうとする人たちが結構いたんです

よね。結構見た。実際それで警察に捕まって御

用になった人もいるんだけど、だけど、そうい

う時にね、いや、これ自分の車なんですよって

言われたらわかんないんですよね。

りてなかったけど今日は届きすぎるとか、そう

いうことが往々にしてあるんですよ。むしろこ

のリストを作ったことによって、こればっかり

届くとか、そういうことが起きてしまったんで

すね。

　あとは、可能な限り問い合わせの連絡先とか

も掲載したんですけど、そうすると結構余計な

連絡が増えてしまう。なんでしょうね、良かれ

と思って電話するんだろうけど、それがかえっ

てその運営の妨げになってしまうことが起きて、

こんなにも必要とされている物って刻一刻と変

わるんだなって、今これが困ってるんだからこ

れをやったら感謝されるだろうっていうような、

すごい浅い考えでやってしまったっていうのが

大きな失敗でした。

　だから今もね、能登半島の地震があって、同

じようにテレビとかでね、これがどこそこで足

りてません、みたいなことを言うことにすごい

危機感を覚えて、何かこういう私達の失敗とか
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葛巻　はい、ありがとうございます。敬一さん

当時はどうでしたか？

阿部　震災前から町に対するイメージとか、やっ

ぱり高齢化も進んでるし、高齢者中心の地域で、

若者は大体外に出ていくっていうのは一般的

じゃないですか。でも、なんていうかな、やっ

ぱり出て行くのはそこに仕事がないからとか、

魅力がないからっていうことだと思ってたん

で、だから震災前からもうそこを何とか変えな

きゃって、自分が住んでても面白くないし、結

局若者もそこに残らないっていう危機感ってい

うのがあった。

　それで 3.11 に、これを機会にと思った時に

やっぱりまず、仕事も無くし、家も無くした若

者が、1 回出ちゃったらなかなか戻ってくるチャ

ンスはなくなると思ったんで、なんとかここで

踏み止まって、ここで仕事をしていくっていう

ものを作らなきゃいけないと思ったんで、おら

が大槌夢広場を作ったんです。夢広場って、ま

さにここで夢を語れるような、若い人たちがそ

こで夢を広げていって、何かを形にしていく。

ていく中で、自分がよそ者としてできることが

この街に対してあるのであれば、残ってちょっ

と頑張ってみようかなと思ったのが最初ですね。

ただですね、その団体は一年ぐらいで解散する

ことになっちゃいまして、悔しさもあり、消化

不良感もあったんですが、当時中学生の学習支

援で子どもに関わっていたこともあり、団体が

解散したのが 9 月なんですが、途中で帰っちゃ

うのはその子たちにとって可哀想だなと思って、

切りのいい 3 月中くらい年度末まで居ようかな

と思ったんですね。そうしたら、自分に何か残

せるものはないのかなとふと考えるようになっ

て、復興って何だろうってずっと考えてました

し、みやっこベースという形に最終的になった

んですが、今自分が置かれてる立場で必要だな

と思うことを考え抜いて、それを団体として残

して帰ろうという考えに至りました。そういう

意志みたいなところもありますし、年数が経っ

ていくにつれてそれが意地に変わってきて、何

とかこうやってきたことを残して、それを街の

未来に繋げるということで、今の活動にもつな

がっているなぁって思います。

そういう不確かな情報を、そう聞いたからといっ

て載せることが、メディア自体がデマの加担を

してしまうことになりかねないわけですよね。

情報に関しては本当に気をつけて扱わなきゃい

けないなって、今めちゃくちゃ後悔してます。

坂口　なるほど。おそらくテレビという媒体と

新聞という媒体で、発信する情報ってまた少し

違う部分があると思います。テレビ側の意見を

聞いてみたいと思います。工藤さんに聞きたい

　あとは取材してて、大きなカバンを背負って

何でも手当たり次第に詰めていく外国人がい

るって話を聞いたんです。実際自分もこれ、被

災した家の片付けして、使う物を取り出して置

いといたんだけど、次の日行ったらもう無くなっ

てたんだって話を聞いて、そういう外国人がい

るってことを書いてるんです。だけど、それは

私が見たわけじゃないから、警察とかの裏が取

れてるわけじゃないことを、この人がこう言っ

てるからって書いてるんですよね。これってす

ごい危険なことだな、と思いました。今は、本

当に後悔してる。これって、要は差別を助長す

るわけですよ。実際さっきも言った通り中国人

研修生とかもすごい多い地域で、能登でも起き

ましたよね。外国人が入り込んで、ハイエース

に乗って窃盗をしてるっていう話とかがありま

した。デマでしたけど。こうやって、なんて言

うのかな、思い込みかもしれないし、外国人っ

ていうことに対する偏見かもしれないんだけど、
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中で将来的にこれが必要だと思ってやったのが、

たまたまいろんな支援があって、きっかけがあっ

て、リーダーシップ研修っていうのがうまくで

きて、生き残って、それがメインになってる。

当時は本当に、何が正解かわかんないし、とに

かくいろんな支援のアイディアが出てたんです。

なんだこれ？ってのもありました。ただ、それ

を整理するのが大変でしたね。まぁでもとにか

く窓口というか、なんか地元の子が関わってく

れる、そこを一番楽しみにしていましたね。

葛巻　はい、ありがとうございます。続いて、

伊藤聡さんお願いします。

伊藤（聡）　最初この問いを見た時に思ったの

が、全然理由なんかないでしょっていう風に思っ

たんですよね。あんな状況が広がっている中で、

活動するのに原動力とか全然関係ないよねって

いうところが最初思ったこと。だってやる事だ

らけだし、自分がやれることがあるんだったら、

そりゃやるでしょっていう。ただこういうと

ころが、周りからまぁ楽しい風に聞こえたのか

それを都会じゃなくてもこの地域でできると

思ったし、それを自分自身もやってみせたいと

思って、阪神からの流れからそうやって来て、

そんで今 U ターンして、『いや、できるよ』っ

ていうところをまずは自分がやって、そして仲

間とそれを少しでも進んでいく、当時高校生だっ

た中学生だった子らもそれを見て、おらがの活

動に関わってそれを体現していく中で、地元に

残って何かを見つけ出そうとか、そういうもの

を作るまではやっぱりおらがの存在意味がある

のかなと思ってやってきました。

　そして実際、当時中高生だった子らが来て、

地元に関わりたいという形で関わっていくんで

すけども、とにかくやっぱり面白いこと、何か

ワクワクすることは誰かが与えてくれるもの

じゃなくてやっぱり自分から生み出すもの、そ

の感覚を体験してもらいたいと思って、いろい

ろ活動を続けていました。そして、代が変わっ

て事業を、当時はもう何をやっていいかわかん

ない、何が正解かわかんない、色々やったけど、

フェーズが変わって無くなったっていうような

プロジェクトもいっぱいあるんですけど、その

らないんですよね、一回見たことって。どんな

映像でも、本来は撮っとけばいいと思うんです

よ。どこの映像、何の映像を使うか、使わないかっ

ていうのは、担当してる編集の人だったりとか

部長とか局長が判断すればいいことであって、

現場のカメラマンがあんまり判断してはいけな

いんじゃないかなと、今になって思います。あ

まりにも悲惨な映像だって、50 年 100 年したら

多分悲惨さを伝える意味で、アーカイブにしと

きゃいいのにやっぱり撮らないというか。でも

ね、カメラ向けちゃいけないよなっていうのは、

思い悩みますよ。それは現場での判断で。あま

りに可哀想で、泣き崩れてる人っていうのはやっ

ぱりカメラ向けられないんですよね、基本。

　でもきっとこれ写真 1 枚綺麗に収めれば、1

枚の写真が物語る悲しいシーンとして、これだ

け大変な思いをした人がいたんだっていうのが

如実に伝わるわけですからね。やっぱり、使う、

使わないは置いといて、カメラマンたる者、と

です。情報の中でも取材できる情報と取材しに

くい、取材はするけれども放送できない情報っ

ていうのもいろいろあったと思います。当時の

その混沌とした状況を振り返って、本当は放送

したい、伝えたい、知ってほしい、でもこれ放

送には乗せられなかったっていう情報って何か

ありましたか？

工藤　震災から間もない頃っていうのは、言葉

が悪いですけど、何撮ってもニュースになるん

ですよね。あまりにも激しいので、どこを撮っ

たってすごい映像なんですけど、一方で、4、5

日、1 週間もしないうちに、すごさに慣れちゃっ

て、自分の中で取捨選択しちゃってるんですよ。

これは前に撮った気がするから、例えば車が亀

のようにひっくり返って重なってるとか、壁に

立てかけるようにトラックがいるみたいなのっ

て、もう見慣れちゃってるんですね、良くない

ことなんですが。そうなると自分の中でもう撮
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いですか。で、交流したりとか、飲んでたらシ

ンプルに楽しいとかがあったので活動を続けら

れたっていうのもあるし。あとは震災の前だと

いろんなまちづくりとかの活動って若い人全然

出てこないんですよね。それはたぶんみんな一

緒だと思うんですけど、あの頃って、みんな突然、

普段 35 度ぐらいしかない熱が 37 度 5 分ぐらい

まで上がったじゃないですか。その後だんだん

平熱に戻ってきたりとかっていうのもあるんで

すけど。熱を感じる、だからすごい楽しかったっ

ていうのはあります。その人たちと一緒にいろ

いろできたというのが楽しかったし。

　もう 1 個は、単純に自分の居場所があったっ

て思ってた。これは当時は全然そう思ってなく

て、振り返るといつも思ってたんですよね。役

割っていう居場所に自分がすがってたのかなっ

て思います。動いていればやることが目の前に

あるから、他のことに気を使わなくていいって

いう感じで、やはり逃げてたのかもしれないで

すけど。そういう自分の居場所として結局この

活動が自分の仕事だなって、振り返ってすごく

感じました。

な？っていうことがあります。

　ちなみにボランティアのコーディネートが最

初ですけど、それを選んだ理由っていうのは明

確にあります。当時、自分も最初はすごい落ち

込んでたったんですけど、自衛隊とかボランティ

アとか、いろんな外の人たちが被災地に来て、

昨日通れなかった道が通れるようになったと

かっていう日々の変化を見てて、気持ちがこう

少し前向きになった瞬間っていうのがあったん

ですよね。その時、うちはたまたま家族が全員

無事に助かったというのもあって、前向きにな

れるのが早かったと思うんですけど、でもいず

れみんな前向きになっていってほしいっていう

のは、何年かかるかわかららないですけど、思

います。その時に自分がやれることは自分は外

の人たちの動きを見て前向きになったんだから、

それが、間を繋ぐ自分がやればいいんじゃない

かと思って、やり始めたっていうような、まぁ

表向きはそんな感じです。

　裏の理由っていうのが二つくらいあって、1

個は楽しかったっていうことがあります。早川

くんと一緒で、いろんな人が来てくれるじゃな

来るのはいろんな所から入って、広島とか沖縄、

琉球朝日とかですね、秋田とかたくさん来てく

ださって、そういう方がしっかり取材していく

のは本当に頼もしく心強く見てましたよ。

坂口　今、“撮れ高”っていう言葉がありました。

藤堂さんこれちょっと、“撮れ高”って説明をお

願いします。

藤堂　それ痛いところですね。我々ニュースと

いうものは、速報性、その日に撮れたものをそ

の日のニュースに返すというのが基本になって

いますけれども、いわゆるデスクと呼ばれる編

集担当が、「こんな感じの取材をしてきて」って

言うザクッとしたイメージを、現場に与えます。

それに対して、どういうインタビューが取れた

とか、こういったものが撮れた、成果が出た時

はまぁまぁ取れ高が良かった、と。私もそうだっ

たんですけれども、その撮れ高をめぐって常に

にかくまわすんだって。

　これ失敗談にも繋がって、私は避難所とか体

育館とか行くと、地元なので必ず知り合いがい

るんですけど、「ああ、生きてたんだ。」まずそ

れから始まりますね。「生きてたんだ～」って言っ

たら、次は「こんなん持っていかれてさ～」み

たいな話をその知り合いのお母さんから聞いて、

子供 2 人におにぎり 1 個を半分に分けて、自分

は何も食べないでって、そうかそうかって言っ

て、取材に入った体育館なのに撮れ高ゼロで帰っ

てきて、盛岡に電話して、「すいません、何も撮

れませんでした。」っていう。なんか、どこに行っ

ても一緒に泣いて撮れ高ゼロっていうのは何回

もあって、やっぱりこれね、地元の弱いとこか

な。個人差はあるから、ガチガチに撮れる人は

撮れるんでしょうけど、私は無理だったんです

ね。そこはもう大きな失敗で、いくら泣いてい

ても撮るべきだったと思うし、それで伝わるも

のがあったと思うんですね。だからね、応援に
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子どもたちのお父さんお母さん、おじいちゃん

おばあちゃんは大丈夫だろうか、そのことを

ずっと心配していました。おはなしころりんの

会員の安否確認をしつつ、ちょっとリサーチを

して、大人たちは片付けとかで毎日忙しいけ

ど、子どもたちは手持ちぶさただということが

わかりました。ならば、不謹慎かなぁと気にし

ながら家にあった数冊の本を持って、震災から

2 週間後の日に大船渡中学校が高台にあるんで

すけど、避難所になっている体育館に行きまし

た。2 週間後なので屋内に新聞紙を敷いてその

上に土足なので泥が付いてていて、寝床には隣

との仕切りがない状況のところへ私が本を持っ

て入っていったんですね。そしたら私の姿を見

た小学生たちがですね、『あ！ころりんがここさ

来たー！』って言って、『おい、ころりんがここ

さ来たぞー！』とか言って、その体育館中から

子どもたちがバタバタバタバターってすごい大

きな足音を立てて走り寄って来てくれたんです。

みんな満面の笑顔だったんです。あのバタバタっ

ていう足音と、子どもたちのあの笑顔は忘れま

せん。『これから楽しい時間が始まるよね？』っ

葛巻　ありがとうございます。はい、続いて江

刺さんお願いします。

 

江刺　私には明確なターニングポイントがあり

ました。震災の直後っていうのはちゃんと食べ

て、ちゃんとおトイレして、ちゃんと寝れる場

所があって、みたいなことを自分の家族や自分

の親戚、また自分の住んでいる地区の人たちの

お世話というか、そういうことばっかりやって

いました。顔と顔が見える活動をしてきたので、

あの子どもたち、海のそばの学校の子どもたち、

いの？と。当時は、事件とか事故とか火事とか

昼夜問わず発生ものの対応をしてきたのに、何

でこういうピンチの時に取材に行かせてもらえ

ないんだ、と。また、いざ中継とか僕がやると、「は

い、5分喋って」って、僕5分なんか喋れないので。

なので、先輩とかが中継を担当して、僕はずっ

と本社で各地から来る映像を全部見て、そこを

まとめる仕事をやってた。

　当時ですね、先輩から言われたのが、届く映

像を「全部これ覚えな」と言われて。例えば同

じ瓦礫の映像でも、これは大槌の映像だ、これ

は陸前高田の映像だ、宮古の映像だっていうの

を、僕 2 ヶ月間で判別、悔しいので。僕出身は

一関なんですけれども、沿岸の土地がわからな

いので、これどこなんだろう？っていうのを地

図を見ながら全部覚えてですね、満を持して 2 ヶ

月後に行った時に、「どちらの方ですか？」って

言った時、「真崎」って言われると、「あぁ、真

崎ですね。」って言うと地図が浮かんで、あの時

デスクと喧嘩してましたね。「そんなの撮れるわ

けねえだろ！お前がやってみろよ！」って言う

ようなものもありました。

　先ほど冒頭で、我々の系列で応援のため岩手

に入ったのがですね、関西テレビという阪神淡

路大震災を経験している局と、テレビ新広島、

原爆を経験している局でした。その方々が、「こ

こから先、この取材を、もう君達はずっと向き

合わなきゃいけないんだよ」というのを口すっ

ぱく教えられましたね。先ほどカメラを回せな

かったっていうところがありましたけれども、

「回せないところは我々応援に来た局が矢面に

立って撮ってくるから。君らは、1 年後、2 年

後、5 年後、10 年後、そこまでやんなきゃいけ

ないんだから、そこのところまで考えて取材し

た方がいいよ。」っていうアドバイスをもらった。

実を言うと私、被災地に来たって 2 ヶ月後ぐら

いですね。失敗談といえば、その当時のデスク、

部長と散々喧嘩して、なんで俺行かせてくれな
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からみんなで分けっぺ。』みたいなそういうとこ

ろもありました。

　尋常じゃない環境、急に環境が変わって普通

じゃなかったので、いつも優しい人もイライラ

暗い気持ちになって、暴言みたいなのを吐くの

はあるでしょう。そういう時にふと思いました。

インドで自分は支援する方だったんですよ。で

も今度はですね、被災地にいるので、自分たち

も周りに支援をしながら、外部から支援しても

らう立場になったんです。「支援」の内容ややり

方って本当にさまざまです。国際 NGO から個

人までいろんな「支援」を間近でみて、素晴ら

しさや難しさを学びました。そして、自分たち

にしかできない支援の活動が必ずあると思った

ところが活動の原動力でしょうか。以上です。

葛巻　ありがとうございます。

伊藤（昌）　すごい、お話が上手で ･･･ いつも江

刺さんのお話の後 ･･･。

てすがるような顔が並びました。あれを見た時

にはこの子たちのために何か私に出来る事があ

る、この子たちが欲しているのならば何冊でも

本を読もう、と思ってそこから、そこでどのく

らいだろう、もう本当に長い間、何時間かかけ

て本を読んでですね、『また来る？』って言われ

て『うん、また来るよ。』『本当にまた来てくれ

る？』『また来るよ。』って。それでまた行くと

『あー！また来てくれたー！』って子どもたちが

喜ぶんですね。これで私、震災の 2 週間後から

13 ヶ所を 8 人の仲間たちと 2 ヶ月に渡って巡回

して、避難所巡回おはなし会というものをやり

ました。いい話ばっかりではなくて、『おめぇ

たち来ると子どもたちうるせぇからあっちさ行

け！』とか『今日こっちで支援活動で外からいっ

ぱい物持って来てる人いるから、雪降ってっけ

ど駐車場で読み聞かせやれ。』とかですね、なか

なかいろんな事がありましたけれども、それを

ひっくるめて理解してくれくれる大人もいるの

で、ばあちゃんたちが『あぁこっちさ来っぺし。

やっぺし、やっぺし。』、終わったらば近くにい

たおじさんがですね、『ちょっとお菓子もらった

かけたいと思います。報道っていうのはある意

味功罪、良い部分もあれば、残念な部分もある

というその両極端があります。今のお話の中に

も出てきた“撮れ高”っていう言葉がありました。

いわゆる「画になるところ」に取材が集中しが

ちっていう部分があります。そこにはインパク

トを求める、そこで 2011 年から 1 年ぐらいの

状況をちょっとイメージしていただきながら話

を進めていきたいと思います。ここは斎藤さん

にビシッと、切っていただこうかなと思います。

取材するっていうと、組織という立場の中で公

的な意識を持った取材者という立場。一方で、

たとえ外者だとしても三陸を取材して時間が重

なることで、いつの間にか自分も半当事者のよ

うな気持ちになる。だから藤堂さんも仰るよう

にデスクと戦う。「いや、それは違うでしょ」、「そ

の事実はない」、「そんな物語にしちゃいかん」っ

ていう、個人としての戦いという部分がありま

す。ただ記者として情報を取るだけでなく、組

の映像はここだなって言って、「あそこの漁港の

あそこの建物って結構無くなったんですか？」

とかっていうのを実際の映像とリンクさせなが

ら取材をした。そこから、我々が撮った映像っ

ていうのと人を結びつけていくことっていうの

をずっとやっていた。

坂口　ちょっとここで、よく言われる報道被害

という、報道関係者の方からすると若干耳の痛

い話かもしれませんが、あえてその問いを投げ
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ロウロ歩いて行って、そうしたらいろんな人に

会って、『やりたいんだけっども、どうすっぺ

な。』って、『じゃあ一中に行ってみっぺかな。』っ

て思った時に、ちょうど市役所の知り合いに会っ

て、その時にもう避難所の自治会長みたいな人

に『やりたいんだけっども。』って言って、『なに、

校長先生に会わせっから。』って職員室の前の通

路の立ち話で『じゃあいつ来んのや？』って。やっ

ぱり避難所の人も、最大 1200 人くらいになっ

たんですよ、一中の避難所って。居場所って大

事だなっていうことで、思ってたんですね。

　もう 1 ヶ月くらいの時に今まで培ってきた

ネットワークの人たちに、当時ガラケーだった

けど、いろんなとこを借りながらスタートしたっ

て感じですね。初日の日に道なき道を越えて 1

時間半かけて来てくれた人とか、SNS で発信し

たんですけど、SNS って ･･･ メールですね。メー

ルを見てくれた人が 7 組くらい来てくれたんで

すね。私も被災者だし、みんな被災者。本当に

涙流して、嬉しかったですね。だからやっぱり

支えられたり支えたりしてもらって、居場所っ

て本当に大事だなって、私も支えられました。

江刺　読み聞かせの語り部だから、すみません

ねぇ。（笑）

伊藤（昌）　やっぱり私も地元なんですよ。それ

で高田町って、ご存じだと思いますけどすごい

被災が酷くて、95％ぐらい流されちゃってると

ころなんですね。それで唯一遺ったのが一中、

給食センターとか、高台のところだったんです

ね。私も専業主婦で何の資格もないし、スタッ

フも全員被災してるし、もう絶対無理だってい

う風に思って、その当時は実家に避難してたん

ですよ。子どもが寝静まった時にコタツに入っ

て、電気ついてたかな？実家の父親に『俺も駄

目だ～。なんか何もやることねぇべっちゃ。何

の資格もねぇし、職場もねぇし、爺ちゃんのちょ

こっとある猫の額みたいな畑手伝おっかなぁ。』

なんてボソボソ言ってたら、『なに、きらりん始

めればいいべっちゃ。』って言われたんですよね。

『はぁ ?!』って雷に打たれたように、『んだ！こ

んな時だからこそ、今それが必要なんだ！』っ

て何かすごい思ったんですよね、私。やるしか

ないと思って。次の日にもう給食センターにウ

につらい現場なんですが、これマスコミって、

みんながいるから当たり前のように撮らなきゃ

なんないと思って撮るんですよ。それをね、載

せた社ももちろんあったし、載せない社もあっ

た。私も現場に行って、私は載せなかったとい

うか載せられなかったですね。だからそれは、

当時はすごくこれは載せるべきことだよなって

思いながら、でもやっぱり本人の了解が得られ

なかったし、本人はもうお話ができる状態じゃ

なかったから聞けなかったし。ただ画としては

残ってると。確かに載せたとこあったから、多分、

自分の中ではやっぱり載せた方が良かったのか

なっていう。そういう人がいたっていう記事で

は遺してはいるんですけども、普通に元気に卒

園していく子の写真を載せて、みんなで卒園で

きたら良かったねとか、今振り返ると、本当に

報道というかメディアの駄目なとこだよな。じゃ

あどうすればよかったのかっていうのは、規制

できたものなのか、多分そういう規制ができる

織の人間として、一方では個人の人間という側

面、その辺の葛藤であったり、こういう情報の

取り方および、情報の出し方ができたんじゃな

いかという辺り、ちょっと斎藤さんに伺いたい

と思います。

斎藤　はい。今回のことがあって私も当時の紙

面を振り返っていて、メディアスクラムみたい

なことが発生していたことがあってですね、そ

れが 2011 年 4 月の 11 日に載ってるんですけれ

ども、「さよなら高田幼稚園」といって、高田

幼稚園の卒園式の手記がですね、一中の体育館

･･･ 体育館じゃないかな。まぁ一中で行われた

んですね、避難所で。その時はもう一中の避難

所って 1000 何人もいたので、高田で一番大き

かったので各マスコミが来てる。そこには、行

方不明の子が卒園に当たってて、その親御さん

も来てるんです。親御さんももちろん卒園証書

を、子供の代わりに受け取るんですよね。非常
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は！』って言いました。ちょっと間をおいて伊

藤さんが『もう一回言って。』って言ったんです。

それで私、ハッと思いまして、最初よりも力を

込めて『伊藤さん、あなたは本当に素晴らし

い！』ってもう一回言ったんですよ。そしたら

その後も伊藤さんが『もっと言って。』って。な

ので、私はもう泣かないようにしながら何回も

それを言いました。そして『だよね？だよね？』っ

て言うから『本当だよ、誰も出来ないのによく

やってるよ。たくさんの人たちがこれで安心す

る場ができたって思うと思うよ。伊藤さんすご

い！』って言って私、伊藤さんをぎゅーっとハ

グしたのを覚えてます。その後離れて私は一人

で号泣しました。あなたの前で泣く訳にはいか

ない、と。あの時の伊藤さんは本当にギリギリ

の状態なんだけど、『やっている』というあの表

情とか声とかが忘れられないですね。久しぶり

に思い出しましたけど。自分がしんどい時に、『い

や、仲間の伊藤さんがあの時あんなに奮い立っ

て頑張ってた。』っていうのを思い出し、自分も

『よし、頑張ろう！』っていう風に力をいただい

てました。

　もう一つ、続けなきゃなかったのは、そんな

中で『二番目産もうかな。』なんて思ってた利用

者さんが長男連れて来たんだけど、『もうこんな

状況じゃ産めない。』って言われちゃったんです

よね。それ聞いた時に胸がぎゅーって締め付け

られてね、諦めたくないって、『産まれたらばお

らたちが何とか支えてけっから、おらたちが面

倒みてけっから。』って言って、『もう震災なん

かに負けたくないから。』っていうそんな気持ち

で続けたいって思いました。それが本当に原動

力ですね。そこで子育てしやすい地域をみんな

で作っていきたいなって思いました。

江刺　ちょっといいですか？ 13 年間言ったこ

とがないんですけど、私、高田の中学校に被災

した友人を確認するために行ったことがあって、

その時に玄関に伊藤（昌子）さんがいたんです。

そして伊藤さんとは知り合いだったので、『あ！

伊藤さん！大丈夫だったの？』みたいなことか

ら話して、『私、今 2 階の図書室におもちゃ並

べて始めたんだ。』って言う話になった時に、私

が『やぁ伊藤さん、すごい！偉いよ、伊藤さん

しょっていうのはあってですね、やっぱり 11

日ってのは月命日なんだから、みんなお墓に行っ

て祈ってるし、遺体安置所に行って行方不明の

方を探してる光景がまだまだ残ってたと思うん

です。

　どんなメッセージを出すのかと、現場はどん

な現状なのか、現場はこう思ってるけどやっぱ

りちょっと違うよね、全体を考えるとそうだよ

ね、こっちの明るいニュースの方がいいよねっ

ていうのは、現場の記者と紙面を決める人たち

と意見交換をしながら決めていったと思う。違

和感がある日もかなり多かったですね。

坂口　報道っていうのはある意味、情報を出す

だけじゃなくて、今、斎藤さんも仰ってたメッ

セージ性、特に同じ岩手に生きる人間だからこ

そ一緒に頑張っていきたい、という想いが記事

に出ていて、それが言葉の選び方であったり、

映像の組み立てにも影響があるんじゃないのか

ような状況でもなかったろうから、混乱もして

たので。

　あともう一つ。それこそ 2011 年 4 月 12 日の

新聞、震災 1 ヶ月の日の翌日、岩手日報の一面

はですね、「水産の町、復興の灯」と、もちろ

ん市場が再開しましたよっていうのをトップに

持ってきてるんです。私はなんかこの頃多分で

すね、現場に行ってて、瓦礫の中を、1 ヶ月経っ

た祈りの日なので、その中でも捜索が続いてま

すよっていう取材をしていて、トップは絶対こっ

ちだろうと思いながら絶対そうだよなって。で

もなんでこんなこういう紙面になってるかって

いうと、おそらくメッセージとして「がんばろ

う！岩手」宣言が出て、とにかく頑張っていき

ましょう、みたいなメッセージ性を発信したい

ということもあったと思うんです。この 1 ヶ月

間、おそらく毎日毎日、紙面は悲しい紙面だっ

たと思うんで。でも現場にいる方とすると、い

やいやまだそんなこと言ってる場合じゃないで
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今日のいわてボイスのチラシにも書いてある本

題に近い話でもありますが、なかなか皆さん自

身ではちょっと口幅ったくて言いづらいことか

もしれませんけど、皆さんのそういう想いがあっ

て活動をしてくださったからこそ、変化したこ

とってあると思います。地域の事だったり、も

ちろんその受益者の方だったり、もしくは一緒

に活動してるスタッフだったり、ボランティア

の方だったり。そういった変化についてご紹介

していただければな、と思っております。早川

さん、いかがでしょうか。

早川　みやっこベースを立ち上げたのは 2013

年で、震災からは 2 年弱ぐらいの時期でした。

さっき言うのを忘れてしまったんですが、設立

の経緯としましては、地元の高校生とボランティ

アセンターで一緒に活動していて、その子が言

うには、その高校にはボランティアサークルが

あって、毎週活動できるけど、他の学校の高校

生は、そういうきっかけを持てていないってい

う話があって、じゃあ他の学校の生徒を集めて、

一回話し合いの場を持ってみようという事で、

伊藤（昌）　いやぁ何か思い出しました。なん

でかって言うと、スタッフ 4 人被災してるから

散り散りバラバラに避難所に。私は実家に避難

してたんだけど、結局活動は一人だけで長女が

明日高校の入学式だっていうところで高田高校

が被災しちゃったでしょ。それで高校の再開も

いつになるか先の見えない状況で、家にいる長

女やお友達にたまに手伝ってもらってとりあえ

ず午前中だけやってたんです。それで桜が咲い

たんだよね、その時。本当に一中の桜が見事で、

こういう状況なんだけど、時間の流れは普通に

なっていって自然ってすごい、桜が咲くか？っ

て、桜にも力をいただいたっていうのがあって。

本当にその時心細かったんだよね。たぶんそう

だったんだよね。午前中に一人でやってた時に

いろんな支援者が来て、だいたいはいい人なん

だけど、もう NGO も NPO もわけわかんなくて

取材に来て、何だったんだろうな、毎日 ･･･ っ

ていう感じでした。けど、居場所があるからや

る事があったっていう感じでした、確かに。

葛巻　はい、ありがとうございます。じゃあ次は、

宅避難者ってなると、被災者って言われる人た

ちは家を無くした人たちが主で、家がある人た

ちは被災者じゃないみたいな感じで報道って区

切ってしまうところがあるのかな。家を無くし

た人たちばっかりが全面的に出てしまってるの

は、すごい自分的に悲しくて。被災地はみんな

被災者だと思うんですよ。電気だってそうです

し、ガスだってそうですし。普通の生活ができ

る環境になるまでみんなすごい大変だった。結

局、そういった中で情報として入るのは避難所

なと思います。

　一方で、取材を受ける側、特にその被災当事

者という立場から受ける側、敬子さんに聞きた

いと思います。実際、テレビが見られるように

なったのが 1 ヶ月半以降、そこからテレビ、ラ

ジオ、新聞、いろんな情報があふれるように出

てきたわけじゃない？その中で、こういう情報っ

て本当に今思えば改めて役に立ったのか、心

の支えになる情報になってたのか、今振り返り

2011 年頃、当時のメディアが出す情報に対して

敬子さんはどんなものを求めて情報を得ようと

していたのか。こんな情報があったらもっと良

かったっていう部分を聞かせてください。

岩間　正直なところをいうと、被災者って、た

だ簡単に言うじゃないですか。でもその被災者っ

てどこまでなのかなっていうのがすごいあった

んですね。ていうのは、私は父親を亡くして、

実家もないですけど、でも自宅は無事だから在
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高校生が地域やまちづくりに関わるっていうの

が自然になっていきました。同時に、そういう

活動の発信も Facebook でやっていたので、地

域の人が見てくれていて、高校生のボランティ

アに来てほしいっていう声もありましたし、やっ

ぱり応援する声も増えていって、若者に期待す

るとか、若者に任せようと言ってくれる地域の

人も増えていったのかな、という風に思います。

それから 10 年経っているので、当時高校生だっ

た子たちが 20 代後半になって、今 U ターンし

て来てくれている子も少しずつ増えています。

今の高校生はもちろん震災を知るか知らないか

ぐらいの年齢ですし、震災をきっかけにやって

いるっていう感じじゃないですけど。、高校生が、

町の中で楽しく活動をするっていうのが浸透し

てきたっていうところは少し変わったかなとは

思いますね。

葛巻　当時の高校生の方が、今宮古に帰ってき

て、みやっこベースでどういう関わり方をして

いますか？

ワークショップ形式で、町に対しての考えや意

見とかを、出すということをやってみました。

そうしたらものすごいわーっと意見が出て来て、

その 2 週間後にまた同じようなワークショップ

をやってほしいということで、口コミで広がっ

て、友達や後輩が巻き込まれていったような感

じで広まっていったっていうのが一番最初の経

緯でした。

　高校生としてはやっぱり震災後何か自分たち

もできることはないかと思っていても、なかな

か学校が忙しくなっていったりとか、具体的に

何ができるかわかんないとか、窓口がわかんな

いっていう中で、そういう高校生向けの話し合

いの場があったことで、何ができるのかを話せ

たし、それを共有できたし、そもそもそういう

事を考えて活動すること自体がとても楽しかっ

たという風に言ってくれてましたね。震災後の

コーディネートって言いましたけども、そうい

う風に町が変わっていく、復興していくってい

う段階で、高校生や若い世代が当事者として関

わる機会を得て、その当事者意識を持ちつつ、

内発的な動機として、楽しいからやるっていう

岩間　そうです。

坂口　かなり選んで応援っていう言葉を言って

くれたのかなと思います。言葉を選ばずに言え

ば、どう表現しますか？

岩間　いや、こないだ地震、元旦に石川県の方

でありましたけれども、よくこうインタビュー

をやっていて最後に「頑張ってください！」っ

て言うじゃないですか。「家どうでしたか？」と

か聞いた後に「頑張ってください！」って。い

や頑張るって ･･･ 頑張ってるんだよな、みんな。

みんな気持ちが無になってるっていうか、感情

も無くなってるっていうか、そういった状況で

目の前の事を一つ一つこなしてるような状況に、

「頑張ってください」って言われても、どう頑張

ればいいのかがわかんない。何を頑張んの？い

つまで頑張ればこれ解決できんの？みたいなの

ばっかりになってしまう。

に行かなければ在宅避難者は一切わからない。

そういうのがすごい悲しかったし、大槌町は行

政が機能するまですごい大変だったっていうの

もあるので、遺体安置所なんかもどこが遺体安

置所になってんだか、次はどこに移ったんだと

か、情報がうまく伝わらなかったりというのが

あった。私的には避難所の人たちだけじゃなく

て在宅避難者ももうちょっとわかるような、家

族を探している人たちは、もう一生懸命な時期

だったので。

　ただ、どこどこがこういうので再開に向けて

頑張ってますよっていうのは、正直、私の気持

ちの中では個人的にみんなこれだけ頑張ってん

だって、頑張らなきゃみたいな、応援みたいな

のはありましたね。

坂口　今、応援っていう言葉を選んで言ったの

かな？って思います。
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葛巻　そういう活動を早川さんがやってみて、

実際、宮古の皆さん、特に若い経営者とか、そ

ういう方々って何か変わりました？

早川　そうですね。やっぱり、若い経営者の背

中を見たことで高校生たちは、こういう人たち

が居るんだとか、こんな頑張ってる会社の人た

ちが居るんだとか、っていう感じのモデルになっ

ているのが一つです。逆に経営者の皆さん自身

は、そういう後輩がいるからいい姿を見せよう、

みたいな感じで、それがエネルギーになってい

るかなっていうところもありますし、外にいて

も困ってる時があったら連絡してくれとか、直

接的に雇用するとかそういう感じではないです

けども、何か有機的な繋がりみたいなのが増え

て、それがイベントをやる時の広がりにつながっ

ているかなとは思いますね。

葛巻　みやっこベースさんは、本当にそういう

“機会”を作り続けてるっていうことですね。

早川　そうですね。波はありますが。はい。

早川　はい、市役所で働きながらみやっこベー

スの理事になっていたり、あとはみやっこベー

スのスタッフになっている子もいます。あとは

中学校のコーディネーターだったりとか、地域

おこし協力隊で帰って来てる子もいたりですね。

1 人、2 人と少しずつですけど、『みんないるか

ら帰ろうかな』っていうのが少しずつ増えて来

ているかなと思っています。ただやっぱり若者

にとって魅力的な仕事が少ないのでそれがもう

少し増えていけばいいなと思います。

 

があると思います。一方で、英里さんは東海新

報でいろんな記事を書いていて、実は今日集まっ

てる方の中には英里さんの記事のファンだか

らって言ってわざわざ来てくださってる方も絶

対いるんです。私もその 1 人なんですが。

　ここまでは 2011 年という発災の混沌とした

状況の中を振り返った行動の話をしてきました。

少しちょっと時間を進めて、変化していく報道

の課題にも触れていきたいんですけれども、そ

の中で改めてここはちょっと確認しておきたい、

さっき言いましたけどね、応援の意味って、やっ

ぱり「応援してます！」とかの方が反対に勇気

づけられるなって、自分が。泣きたいんだけど

泣けない自分があって。気持ちでどう考えてる

のかも、頭の中で自分が今どうしたいんだかも

わかんない状況の中、そういったとこに「頑張っ

てください」って言われても、どうやればいい

かがわかんないのに、「頑張ってください」って

いうより「応援してます」って言われた方が私

的には、「あ、1 人じゃないんだ」とか、自分の

家族、親戚とか、そういう人たち以外の人たち

が、これだけ応援してくれてるんだなっていう、

自分の背中を押される一歩になるなって、いう

のがすごいあります。

坂口　なるほど。ちょっとこれ英里さんに聞き

たいなと思います。今、いろんな方からお話が

出てきましたが、ある意味、報道の功罪の一つ

として私が思うのは、ステレオタイプ的な描写
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そういうのをやってスタートしたのが最初の活

動だったんですね。初めてお金をいただいてや

る仕事として。そのときに、せっかく数十人の

新聞記者が来て 1 週間ぐらいそこに滞在して、

そのための食事とか、いろんなものを全部こっ

ちへ頼むって言うので、その時に郷土芸能を呼

んで、『大槌の一つの文化です。』みたいな感じ

で紹介したりとか、そういういろんなコンテン

ツをいろいろ盛り込んで、その研修を作り上げ

たんですけども。やっぱり郷土芸能を外に見せ

るっていうことって、震災もあって、まぁ祭り

だっていうことで、祭りの時にがーって盛り上

がって、また来年ね、が郷土芸能のだいたい常

なんですけども、郷土芸能を披露するっていう

こと。まぁ初めてかどうかわかんないですけど

も、やってみて、それが非常にインパクトがあっ

て、そっから何かどんどんどんどん郷土芸能の

人たちに『やってくれないか』っていう依頼が

増えてきたりとか、そんなきっかけもありまし

たし、そこに実は郷土芸能の人たちは、いろい

ろ初めはなんかこう、ちょっと変な顔してまし

たけど、やってみて、自分たちの誇れる文化が

葛巻　はい、ありがとうございます。続いて、

敬一さん。当時のことでも、今に繋がってるも

のでもいいですので、ご紹介いただきたいです。

阿部　2011 年 11 月一般社団法人は法人化した

んですけども、それ以前の 8 月ぐらいから実行

委員会として活動し始めて、何ができるかって

いうことをみんなで話をしていく中で、最初は

仕事というか、取り組んだプロジェクトが某新

聞社の新人研修として、実際被災者の話を聞く。

それを『生きた証しプロジェクト』としてやっ

ていくっていう提案をいただいて、それのコー

ディネート役をやってくれないかっていうのが

最初ですね。元々閉鎖的なところで外部の人に

何かを語るとか、そういうのも苦手な人たちで、

更に震災でもう身内を亡くして、そういう人た

ちに話を聞くっていうこと、外部から新聞記者

の新人が来て、それを聞くっていうのはかなり

リスキーだなと思ってたんですけど、でも何か

そこで変化を起こせるんじゃないかと思って、

『やってみましょう。』と。で、スタッフで分担

して、『この人にコーディネートしよう。』とか

いることであったり、または失敗談でも構いま

せん。何かちょっとその言葉という意味の辺り、

お話聞かせてください。

鈴木　すごい難しい質問ですね。何て言うのか

な、軽はずみに「頑張ってください」みたいな

言葉を使わないようにしよう、「頑張ろう」っ

ていう言葉がやっぱりその言われるのが嫌だっ

ていう話はすごく聞いてたんですよね。だから

そういう言葉は軽はずみに使わないようにしよ

うっていう意識はありましたけど、私は自分が

言葉を使うっていうよりは、やっぱりその相手

の話を聞くっていうところにものすごく注力し

てきたなと。要は、今ね、坂口さんが仰ったス

テレオタイプ的な報道になってしまう。さっき

斎藤さんもね、幼稚園の話を ･･･ 保育所？

斎藤　幼稚園です。

皆さんと共有していきたいのは、やっぱり言葉

の選び方。どう表現するのか。英里さんはその、

例えば敬子さんが「応援してます」って言われ

た方が、そっと背中を押してくれてるっていう

意味では心強いというお話がありました。取材

する側が、どういう言葉で表現をするのか。ま

たはマイクを向けた時に、どんな言葉を投げか

けるのか。敬子さんは被災者、被災者っていう

言葉がよくあるっていう話、あとは例えば「壊

滅的です」、「ここは孤立集落です」って、よく

ある言葉で一括りにしちゃってるっていう部分

は、本当の現場で起きている出来事を隠してし

まう危険性が私はあったんじゃないかな、と。

　一方で、報道にはメッセージという情報の役

割もあることを確認できた。そう考えると取材

する側がいかに対象者に対してどういう言葉を

選んで話を聞くのか、またはそれを記事にする

のかってとっても重要なことだと思います。英

里さんは言葉を取り扱うという中で、心がけて
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んなことできるわけないよね。』って思ってた女

性が、周りの若い人たち、いろんな人たちが、『い

や、それ面白いやん。』とか、『こうやったらで

きんじゃね？』とかいろんなアイディアをもら

いながら、『もしかしたらできるかもしれない』っ

ていう心に変化して、そして『やってみよう』

という。そういう自分の問いとか理念とか、そ

ういう種を育てていく、そういう文化を元々作

りたかったし、そういうのが少し閉鎖的な町に、

そういうことができるかもしれないっていうぐ

らいのところの気持ちは生まれてきたんじゃな

いかなと思ってます。

葛巻　本当に、今のおらがさんに繋がる活動で

すよね、研修受け入れとか。

阿部　そうですね。

葛巻　はい、じゃあ次は、伊藤さんお願いします。

 

伊藤（聡）　たぶん自分の変化なんですけど、自

分釜石に住んでて、地域に希望を感じてるって

外に発信できたということとか、そういうこと

で、本当に祭りの 1 週間から 1 ヶ月ぐらいでし

か練習しない人たちが、年中練習して『いつで

も披露できるよ』って、そういう体制が当たり

前の状況になったという事だったりとか、おら

がの活動以外にもあったと思うんです、ただ、

それがもう新しい文化として少しできつつある

のかな、という気はしてます。

　あと、地元の人たちが自分たちで何かを生み

出してみようとか、そういう発想ってやっぱり

なかなか田舎出ないと『いや、無理だよね』っ

ていう考え方が強い中で、フューチャーセッショ

ンっていうものを通して、自分が思ってる問い

に対して、みんなでワークショップの中で作り

上げてっていうのを、実はやってたんですけど

も、その中に僕よりも十ぐらい年上の女性です

かね。多分、田舎にずーっと居て、もう半分諦

めて、『もうこんなもんだ』って思ってた女性が、

『実は、私こんなことやってみたいんだけど。』っ

て遠慮しがちに発したんですよ。多分、今まで

だったら思っててもそんなこと発しなかったと

思うけど、その場がそうさせてくれて、『でもそ

ていうことをね。だから気をつけてるのは、私

達も取材をお願いしてお話を聞きに行く時って、

ある程度こういうことを書きたいなって想定し

ていくわけです。こういう取材だからこの方だっ

たらお話が聞けるんじゃないかなと思って行き

ます。だけどそこで、やっぱりその方が話され

た内容が、自分の思ってたことと違う場合って

あります。「あ、違ってた。」って思う時は、そ

の人の話を自分の物語に整えるんじゃなくって、

枠の中に入れ込んじゃうんじゃなくて、企画そ

のものを変えるようにしてきました。もう、そ

の人の話を、その言ったままの話をどう伝えら

れるだろうか、と。その方が言いたいことは何

だろうかっていうことの方を大事にしてきた。

本当にその人の言いたい核になる部分って何だ

ろうなっていうのをうまく読み取るようにして

きた。

　だから、岩間さんと多分もしお話ししてて、

取材してて、やっぱりこの人は今「頑張って」っ

鈴木　幼稚園の話をされてて、要はその、いわ

ゆるお涙頂戴的な話、これは世間的には受けるっ

て言われるような話になるぞって思われるよう

な報道とかもあるわけですよね。被災地に心を

寄せてくれる人がいるのであればそれはそれで

必要かもしれないけど、でも当事者の意識とは

かけ離れたものになってしまうわけですよね。

この取材された保護者の方は、決してそういう

形で知って欲しくはなかったはずなんですよ。

そんなね、可哀想、可哀想っていう風に取り上

げられて欲しくなかった。単に自分の亡くなっ

た子供が本当は卒園するはずだった、その保育

所の証書を受け取って、「あぁ、あの子が生きて

ればな。」っていうそれだけの話なのに、それを

なんかこう拡大解釈されるっていうのはすごく

嫌だったと思うんですよね。

　そういうなんていうか、物語仕立てにされるっ

ていうのを、絶対取材される側は望んでないは

ずなの。こっちが意図した物語に沿って書くっ
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たんですよね。でも、なんかそういうのに出続

けるのも自分の役割かなと思って一応出てはい

たんですけど。要は、そういう自主的なまちづ

くりの会議とかって、やっぱりあんまり若者っ

ていないんですよね。当時こういうところに希

望を持っていたかっていうと全然持ってなくて、

もう閉塞感しか感じなくって。だんだん自分が

成長していくとともに、この町はどんどん悪く

なっていくんだろうなっていうことを思いなが

ら過ごしていたっていうのが、震災の前です。

　今はどっちかというと希望を持っています。

ていうのは、たぶん早川さんに近いんですけど、

やっぱり直接的に高校生とか若い世代と関わっ

ているというところがすごく大きくて。別に頼

まれてないんですけどみんなボランティアに参

加したりとか、なんならちゃんとまちづくりの

会議に知らないところで参加してたりとか、そ

ういう若者が結構いるんですよね。なんかそう

いうのを見ていたら希望しか感じないですよね。

震災前にはなかったことでは、そういうところ

が一番大きい変化かなっていう風に思ってます。

いうところが変化したところかなと思います。

一応自分も釜石市民なんで。希望を持ててるっ

ていうところが、震災前後の変化としては一番

大きいところかなと思ってます。

　途中でもちらっと話したんですけど、震災前

から市民活動をやってて、当時 20 代で、そうい

う市民活動をやっていると市が主催するいろん

な会議に呼ばれたりとか、なんちゃら委員とか

になったりするんですけど、大体周りはもう 60

代とか 70 代とかの重鎮がいる中で、20 代の若

者 1 人では何も話せません、みたいな状況だっ

の ･･･ ね、説明するのに通りのいい言葉ってい

うのがあって。その言葉で処理するというのは、

ニュースの方の原稿を書く人が決めることで、

私は書くことはあまりないですけど、それを聞

いてからというものですね、その“瓦礫”って

いうのを被災者の、取材対象者の前では私は使

わないようにしました。何もね、そんなに意地

になって、「いえ、うちではこれらを全てまるっ

と“瓦礫”と呼びますので」みたいな、そんな

意地を張ることではない。嫌だっていうものは、

て言われたくないだろうなって思ったら、やっ

ぱりそういう言葉を記事にも使わない。「頑張っ

ている復興食堂の女性がいます」みたいな言い

方は絶対しなかったと思う。なんていうのかな、

うん。読み手がどう取るかっていうよりは取材

を受けてくださった方が読んだ時に、「私が言い

たかったのはこういうことじゃないんだよな。」、

「私が思ってるのはこういうことじゃないんだ

よな。」って思われることが一番怖いなと思って

やってます。

坂口　工藤さん、気をつけてることとか、その

言葉っていう部分ではいかがでしょう。もちろ

んカメラマンという立場ではありますが。

工藤　そうですね、行った先で何回か言われた

のが、“瓦礫”でしょうね。“瓦礫”っていうの

が、「これ瓦礫じゃなくて財産だったからさ」っ

ていう、それを何回か言われて。どうしてもそ
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葛巻　はい。ありがとうございます。江刺さん、

お願いします。」

江刺　いやぁ、『希望しかないでしょ。』ってい

う聡くんかっこいい～。釜石うらやましい～と

思って。

伊藤（聡）　いや、本当は落ち込むことあります

よ。概ね落ち込んでます。（笑）

江刺　大船渡に目を向けてみますと、あの震災

の後の復興計画策定に係る説明会みたいなのが

あちこちで頻繁に行われてた時にはですね、市

民総出で、普通、公民館事業こんなに来ないだ

ろうっていうような人数が集まって、真剣に声

高に議論していましたね。それは多分、現状の

生活の不満であるとか、先が見えない、どんな

町になっていくのかわからない不安であるとか、

自分の家や仕事がどうなるかっていうそういう

不安とか、いろんなものがあったので、みんな

切羽詰まってたもんだったので、真剣に話し合っ

ていました。一歩も譲らないっていう感じでし

葛巻　若者が参加する機会を作っていった、増

やしたことによって、今彼らがいろんな参加が

できるようになったっていう、それが希望だと

いうことですね。

伊藤（聡）　うん、そうですね。そこに若い世

代でも参加していいんだ、みたいな。そういう

うまく空気感を出しているのは大切で、別に自

分がっていうよりは地域側がそこを理解して、

みんなサポートしてくれたりとか、同じ目線で

話してくれるとか。実際に若い世代が参加して

みたらそうなんですよね。同じ目線で話せると

か、っていうのもやっぱりすごい感じられるか

ら、そういうのが心地よくて参加する、そして

今度はその先輩の姿を見てまた後輩たちも同じ

ように参加するっていうのがうまく続いていく

のがいいのかなって感じます。

葛巻　これから楽しみですね。

伊藤（聡）　続けていかなきゃないですね。

藤堂　はい。先ほどもデスクと喧嘩したって言

いましたけど、今、逆の立場で自分がデスクを

やっているので、もう正直に言うと、こういう

映像が撮れるかなという風な話を、取材に行く

現場の記者に話をしてるのは事実です。ただ、

我々いろんな方にインタビュー、よく“街録”っ

ていう、街頭インタビューっていうのがあるん

ですけれども、例えば消費税上がるのに対して

どう思いますか、イエスかノーかで聞けるものっ

ていうのはおそらくもうポンポンと話が進んで

いくようなインタビューだと思うんですけれど、

例えばこの前の 3 月 11 日の震災 12 年を迎えた

時のお墓でのインタビューなんていうのは、答

えなんかないような取材ですので、もうそこは

現場の記者に、「もうそこは時間かけていいか

ら。その代わりしっかりと話を聞いて、どこが

その人の伝えたかったところなのかっていうの

をちゃんとじっくり聞く時間にしよう」って言っ

て、うちなんかは毎年 3 月 11 日の、例えば朝

もう使わない。

　あとはその映像の撮り方もミスリードするよ

うなもの、要はその記事もですね、こういう取

材ができるだろうなと思って現場に行って、っ

ていう話をされましたけど、やっぱり映像も同

じようなもので、きっとこういう内容だろうな、

というのがあって行くわけですけど、想定して

いるものとは少し毛色が違ったっていうんであ

れば、柔軟に変えてしまわないと、多分取材受

けた側からも、「こういう画を撮りたいんだな」

「こういうシナリオでいきたいんだな」っていう

のが、見え隠れするじゃないですか。誘導尋問

のようにこの言葉を引き出したくて、こういう

質問をしてるんだって言う質問の仕方とかは絶

対しちゃいけないなって。その用意してきた原

稿を完成させるための取材はしてはいけないと

思っています。

坂口　藤堂さん、いかがでしょうか？
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るんです。じゃあ実際ボランティア活動か何か

をやっているかというと、割合はぐっと低いん

ですね。そんな感じになってきた。震災の年に

『俺は大船渡市民だけれども、体が弱くなって動

くことができない。でも、あなたは体が動いて

るだろう。何とかやってくれ。』って雪が降る中

ですね、仮設のおじいちゃんが手を握ってです

ね、真剣にお話したことが忘れられません。だ

から私はぶっ倒れるまでやろうと思ってるんで

すけど、なかなかぶっ倒れないです。ただです

ね、あの時は 40 代だったんですけど、13 年経っ

て私はもう 60 代になってしまいました。あの時

『何とかしなくちゃ』っていう、発災後の何年間

の熱い気持ちの人たち、熱いまま残ってる人た

ちはみんな歳を取っていきます。ということで、

若い人たちのやる気を起こすために ･･･ ってい

うところで、小さい活動は出ているんですけれ

ども、これがなかなか継続が難しそうにも見え

るのが大船渡の特徴になってしまっているな、

と思っています。希望ある釜石のように希望を

作れたらなぁとは思っているところです。って

いうのが市民の変化でしょうか。

た。例えば、防潮堤の高さを決めるにしても、

『高い方がいい』、『低い方がいい』、『何メートル

にする』ってものすごかったですね。そのぐら

い皆が熱くなっていたっていうところが見られ

ます。必死でした。ただ、復興がどんどんなさ

れていくと、特に目で見える、その防潮堤だっ

たら防潮堤ができたりとか、そういう目で見え

て復興が確認できていくと、なんだろう ･･･ 聡

くんは体温に置き換えたけど、だんだん体温が、

熱が下がってくるというか、安心してきて社会

のことよりも自分のこと、自分の家族のことに

気持ちがいく。それが復興、正しい復興なのか

もしれません。だからそれが悪いとは言いませ

ん。『地域のことは誰かがやってくれるだろう』、

また『あそこの組織の人たちがやるだろうから

いいんじゃない』、『まずこの若い人たちがやる

からいいんじゃない』っていう風な感じで、社

会を良くしようという人たちが少しずつ離れた

か、少なくなったかという印象です。

　ただ、大船渡市の意識調査を見ると、『何か役

に立つために機会があればやりたい』っていう

パーセンテージは高いんですね。6 割、7 割あ

や、これはもうそれだけで伝わる映像だから、

きちんとそこは取材をしたあの人のためにこの

映像は放送しようよ」という風な話で放送した

んですけど。答えをこちらは引き出そうとする

んですけれども、それが、なかなか岩手の人って、

言葉が上手じゃない方もいますので、表情とか

仕草とか、そういうので表現するのが我々テレ

ビの役目なのかなと思って日々やってます。

坂口　かなり時間が ･･･ あと 15 分ぐらいになっ

てしまいました。本当に全然、まだまだかなり

聞き足りないことがたくさんあるんですが、ま

とめに入る前に二つだけ、特に斎藤さん藤堂さ

んに聞きたいことがあります。

　さっき斎藤さんから、会社なので異動がある

という話。斎藤さんも陸前高田に腰を据えて

駐在という形で取材をしてきたけど、2015 年、

2016 年には離れざるを得なかったということが

あります。実は今回、忙しい中、来てください

のお墓の取材っていうのは、本当に入社間もな

い記者に行かせるようにしてます。いい経験に

なると思うので。なかには「やっぱり今日の使

わないで」っていう風に言われて帰ってきた記

者がいましたけれども、やっぱりそういう答え

がない取材というのは絶対あるので、そこはしっ

かりと気をつけて、それは当時の経験もあるか

らなんですけれども。

　一方で、先ほどの“撮れ高”ってのがありま

すけど、今年の 3 月 11 日に若い記者とやり取

りをしたのが、「すいません。頑張ってみたんで

すけど、何も答えてくれませんでした」って言っ

て、映像を見てみたんですよ。そしたら大槌の

お墓に行って、お墓参りされている方が言葉を

詰まらせて、言葉が出てこないんです。ご高齢

の方だったんですけれども、お墓をじっと見つ

めてるので、もう本当にだから言葉を発してな

いんですよ。発してないけど、それだけで伝わ

るというか。だからその若い記者には、「いやい
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でないっけよ。」って手引っ張って来れるような、

そういう企画を立ち上げているのが現状です。

市民のやる気を作っていくというのが、今後ま

すます必要だなと思ってました。

葛巻　はい、ありがとうございます。次は伊藤

昌子さん、お願いします。

 

伊藤（昌）　はい。そうですね。陸前高田市は中

心地にいろんなものができてすごく生活しやす

くなりました、コンパクトシティで、野活も綺

葛巻　あと、江刺さんのところでは、ボランティ

アで活動に参加してる方とかもたくさんいらっ

しゃると思うんですけど、そういった皆さんの

変化とかはどうですか？

江刺　そういう方々が必ず一定数いるんですね。

例えば、今やってるのがですね、新小学 1 年生

に、入学式の時に花束を送ろうっていう事業を

やっております。でもお金がありません、私達。

なので花代、1人300円×190人の花代をですね、

市民の募金でお願いしています。すると皆さん、

『おらいにも近所に 1 年生いっから。』って何人

か分を募金箱に入れてくれるっていう、そうい

う人たちがたくさんいらっしゃいますね。そし

てこれを花束にする、190 人分の花束を作るこ

とを市民ボランティアにお願いするっていう企

画もしています。そのバックアップを私達がし

ている。つまり市民の中では、相変わらず誰か

のために役立とうとする人たちは一定数いる。

この人たちのやる気を大きくして、『あれ、いい

活動だから一緒に行くべし。』って次の人の手を

引っ張って来れるように。『難しいボランティア

斎藤　難しい質問。さっきの、言葉の話を一つ

だけ僕も思い出したことがあったんで、ある寿

司屋の大将にですね、昔取材をして言われたこ

とがあって、お客さんからの手紙が励みになっ

てる、と。私は何て書いたかっていうと「頑張っ

てね」という言葉が励みになってる、と。で、

新聞を持っていったら、「違うよ、頑張ってじゃ

ないよ。頑張ってるね、だよ。」って。だから

違うんですよね。「る」が一つ入るのと入らない

やつじゃ。言葉の一つ、そういうのも全然違う

もんだなっていうのと、あと漁を再開する時に、

定置網の取材に行って、「震災で転覆したんです

よね、前の船は」って言ったら、めちゃくちゃ

怒られましたね。「そんな転覆なんて言葉は俺ら

の前で言うな！」と。すごいいい人なんですけど。

言葉の選び方ってすごく不勉強で、だからこそ、

間違っちゃったりするんですけどこの地域の人

は温かくて、岩手日報の陸前高田支局って 30 年

ぐらい経っていて、「歴代の支局長は皆さん知っ

ました。しかもその返信は多分なかなか来ない

だろうなって想定してたら、即返信で「行きま

す」と、仲介してくださった方から連絡をいた

だきました。その理由が、「僕、高田大好きなん

ですよ」って。なかなか普段行けてないんだけ

れども、「高田大好きだから、高田に何か還元で

きるんだったら僕は行きます」っていう風に即

お返事をくださいました。組織という中で異動

という状況を免れない中で、一方でその高田と

いう思い入れのある場所に、時間が経過するな

かで直接関わることは難しくもなる、でも、少

し離れたことで見えてくる高田の状況であった

り、改めて思う情報の取り方であったり、発信

の仕方という部分もあると思います。離れたか

らこそ、改めて思う高田への率直な想いと共に、

改めて振り返ると、災害の情報をどのように考

えておられるか聞かせてください。
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小中は給食費が無料だし、第 2 子から保育所は

無料だし、移住定住するのに 1 年間、公営住宅

は 1 万円ぐらいで住めるみたいで、すごいいろ

いろ暮らしやすいようになってる。うん、1 万

なんだって、最長 1 年間。だから希望はあると

は思うんだけど、何かがもうちょっと ･･･。だ

けど諦めないでみんなで ･･･ あ、もう一つ言い

たいのは、私が江刺さんと同じ頃に始めたその

子育てボランティア、やっぱり子連れだと『な

んたら暇だれだ～。』って。仕事もしないって

やっぱ言われてたんですよね。でも、ずっとずっ

と私たちすごいきらりんきっずの活動していた

ら、『おめぇたちすげぇな。』ってそのおばあちゃ

ん言ってくれたんですよね。やっぱり継続は力

なりだなって今回すごい思ったし、私たちが活

動してる中で、0 歳児が中学校、高校で、お祭

りに来てた子が、『きらりんの夏祭りすごく楽し

かったので小学校の先生目指してるんです。』と

かって言ってくれるんですよね。で、職業体験

に来てくれる。だからなんかすごくそれがね、

希望を見出してます。

　私も聡さんがおっしゃったように、いろんな

麗になったし、本当に文化、スポーツ、芸術み

たいな感じで、ものすごく素敵な街並みが出来

上がりましたって言って、震災があっていろん

な団体が立ち上がって、いろんな活動をしてい

る。移住定住も県内の中では多い方だっていう

風に言われてるんですよね。高田高校もあるの

で、高田高校生さんは意識もすごく高くて、い

ろんな団体を受け入れてすごく自主活動もある

し、うちにもすごくボランティアで手伝ってく

れるし、『お弁当届けようプロジェクト』ってい

うのをうちも立ち上げたりとか、子ども支援ネッ

トワーク会議っていうのはいろんな団体がいる

し、なんかね、震災前より地域は元気だなって

いうイメージがあるんですよね。それぞれ動け

る人が動けることで、ちゃんと動いているって

いうイメージは陸前高田市はあります。

　ただ、仰ったように仕事がないんですよ。す

ごく魅力的な感じの街に映ってるんだけど、い

ざ暮らすかってなるとなかなかそれが定住しな

くて、いろんな制度があって、子育て支援もう

ちは唯一 NPO なんだけど、保育所と併設してい

る支援センターは 3 ヶ所あるし、療育はあるし、

異動もあって、取材をしたいけども取材できな

い立場にある。一方で、毎年毎年新しい子たち

も入ってきます。その子たちは必ずしも震災の

ことを知っている、興味のある人たちではない。

そういう意味でいくと、報道という現場の中に

も、伝え手という担い手、震災をどう伝えてい

くかっていう担い手をいかにして育てていく

かっていう役割も一つ、報道機関にはあると思っ

ています。その辺り、心がけていること、課題

があれば教えてください。

藤堂　はい。今うちの部署で当時を知っている

人間は、私を含めても 3 人か 4 人ぐらいしかい

ないのが、正直現状でして、毎年そうですけど、

いかにこの東日本大震災を伝えていくのかって

いうのは、本当に日々悩んでいる。一方でたま

たまこの前ですね、うちの会社説明会に私、出

たんですけれども、大学 3 年生ですね、うちの

会社に来たいという記者志望が結構来たんです

てるよ」なんていう方も結構多いので、そうい

う繋がりから震災の時も取材を受けてくれたり。

取材では、報道機関と住民という感覚じゃない、

住民の中に入れさせてもらって、受け入れてく

れて、やっていけたなっていうのもあった。

あと、震災の直後ってみんながみんな大変で、

報道することで課題が浮き彫りになるとか、そ

ういう反響がすごく多かったし、その分こちら

も仕事をしている充実感もあった。逆に離れて

からは、なんか自分だけ離れちゃったなと思っ

て、ちょっとなかなか、まぁ来てはいましたけど。

ちょっとですね離れたことが多くて。なんか翌

年ぐらい多分俺、甲子園かなんかの取材で 3 月

11 日大阪に居て、「俺何してんだろうな、この

日にな」とか思いながら、で、何でしたっけ？

坂口　大丈夫です、大丈夫です。いやいや、あ

りがとうございます。あと、藤堂さんに是非聞

きたい。藤堂さんは今、管理職という立場にあ

ります。震災から 13 年が経って、会社の中での
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は・・・、逆にモヤっとしてることを伺いたい

なと思います。今日のいわてボイスのような取

り組みをまたやっていきたいと思っていますの

で、次につながるようにある意味モヤっとした

感じで終わりたいな、と思ってます。先ほどは。

できたことや皆さんの想いは共有したので、課

題というか、こういうことがもっと良くなれば

いいなぁみたいなことを一つずつ言っていただ

いて終われればなと思っております。では、早

川さんからお願いします。

早川　はい。他の地域はどうかわかんないです

けど、宮古市は面積も広くて人口が今 4 万 7 千

人ぐらいで、人口で言えば沿岸だと多い方かな

と思いますけど、いろいろ活動されている方々

がいるんですけど、それが分断されているとい

うか、何かうまく繋がっていないというか、そ

れぞれ頑張ってるみたいに感じます。うちも多

分そう思われてるところもあると思うんですが。

なのでちょっともう少し連携してとか、協力し

てお互い応援し合ってっていう風にやっていけ

るとよりいいんだろうな、と思っています。そ

会議とかに出させていただきまして、田舎なの

でどうしても男子がそういう議員さんとかに分

量が多いんだけど、発言する機会を与えられて

いるっていうことはいいことだなっていう風に、

なるべく喋るようにはしてるんですけど。一気

には変えられないかもしれないけど、前向きに

活動している人たちの力で、やっぱ変化してく

るんだろうなと思います。震災があって、いろ

んな風が入ってくる、いろんな空気が入ってく

るっていうのは良かったことだなっていう風に、

ちょっと思ってるんですよね。

葛巻　はい、ありがとうございます。実は私、8

つぐらい質問を用意したんですけれども、分科

会が 15 時 5 分までということでそろそろ・・・

すいません。ただ、せっかくの機会なので終わ

る前に会場の皆さんからもし何か質問とか、こ

れは言いたいということがもしあればお願いし

ます。

　今日の登壇者の皆さんからも希望あることを

言っていただいたので、俺も明日から元気に活

動ができるなと思ってます。さて、最後の質問

取材をして、その時に手を挙げたのが、めんこ

いテレビと、福島テレビと、テレビ熊本。いわ

ゆるその被災を経験した県で、先ほど言った、

その応援を受けた方の恩返しとして、第 1 陣で

行ったんですけれども。やっぱり伝え続けるこ

とっていうのは、自分の会社だけじゃできない

のかなと思っております。全国の、いろんな人

たちの力を借りながら、我々もその伝える使命

をもって、めんこいテレビのヘルメットを被っ

て、石川で取材をするとやっぱり声をかけてく

れたそうです。まだまだ我々も頑張らなければ

いけないな、という風に思っております。

坂口　じゃあ工藤さんに。改めて思うあの混沌

とした状況の中で、工藤さんにはカメラマンっ

ていう立場でぜひお話しいただきたいんですが、

その災害の情報を届けるという立場からして、

改めて、これだけはもう一度自分自身に問いか

けたい、問い直したい、ここだけは大事だなっ

よ。なんでかな？と思って。そしたらやっぱり

能登半島地震を見て、東日本大震災と同じよう

に、やっぱり「こういった災害とか、そういっ

たことを伝えたいと思いました」と。おそらく

半分くらいが、「本当にそう思ってるの？」って

いう風に思ったんですけど、でも嬉しかったで

すね。

　実はですね、この 1 月 1 日に能登半島で地震

があって、うちの会社からも、3 日？ 4 日後ぐ

らいに応援に行きました。1 週間 ･･･7 日ぐらい
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重しながらみんなで協力して、それぞれの分野

で頑張っていくっていうのが必要かなと思って

ます。それに関連してなんですけど、宮古市は

NPO 法人の数が少ないので、存在感が薄いとい

うか。他の地域と比べてっていうのはどうかわ

かんないですけども、NPO 支援センターみたい

なのもないですし、NPO 自体がちょっと軽視さ

れてるように感じることがあります。存在感を

出しつつ、両者の繋がりを持ちながら市民活動

や NPO 自体の必要性を市民や行政に発信してい

くってこともやっていかなきゃいけないのかな

という風に考えています。

葛巻　はい。ありがとうございます。阿部さん

お願いします。

 

阿部　言いたいことはいっぱいある。うちの団

体は新しい仕事、やっぱりこれは作らなきゃい

けないっていうミッションで立ち上がったんで。

スタートしたのが、まだ被災した商店の人たち

が何もできない状態のところに、町から事業費

をいただいて商売を始めた。だからすごい『何

ういう対話というか、お互いを尊重し合うみた

いな、そういう文化を作っていく必要があるな

というのは一つ感じております。

葛巻　ちなみに、何でうまく繋がってないんで

しょうね？機会がないからですか？

早川　そうですね。機会がないのもあります。

知り合い同士もたくさんいますし、その方々が

やってることはわかってるつもりではあるんで

す、僕としてはですね。そうなんですけど、そ

れぞれがそれぞれで頑張ってるからこそ、何て

言うんですかね ･･･ 弱みを見せられないのかも

しれないです。なんか強みも弱みも話す機会が

ないんですよね。市役所と民間の壁もきっとあ

ると思いますし、年代も多分あると思うし、活

動分野だったり、団体間の分断というか、ある

程度みんな頑張ってるからこそ、それぞれそれ

なりにやれてる部分もあって、連携しなきゃやっ

ていけない、みたいな感じではないんですね、

きっと。ただ、それじゃインパクトも弱いかな

と思うんで、もっと対話をしながらお互いを尊

れないで、いい気にならずにですね、慣れすぎ

てしまわないように、取材のスタンス、取材対

象者に寄り添うみたいな、かっこいい言葉で言

えばですけど、そういった気持ちを忘れずにこ

れからもずっと続けて行きなさいよ、と自分に

言い聞かせたいですね。

 坂口　ちょっと斎藤さん、改めて問いたい。取

材する立場から考える災害情報って何だと思い

ますか？また、大切なことって何でしょう？

て思っていることっていうのがあれば教えてく

ださい。

工藤　はい、転勤がなく地元で生き続けている、

という前提があるので、気持ちを寄り添わせて、

相手の気持ちを汲めるように、優しく問いかけ

て取材をするっていうのは、私は間違ってない

と思っていて、これから何度も顔を合わせてい

く可能性が何十年とあるわけなので、絶対その

嫌な思いにさせない。私、すごい優しいカメラ

マンだと自分で思っていて、言葉も選んで、思

いやりを持って取材をしています。震災後さら

に強く思って、そのようにしています。なので、

嫌がることを無理にしないでいいと思っている

し、いいことは一緒になって喜んで、カメラ回

しながら自分の声の方が大きくて「良かったね！

おめでとう！」って言いながら撮ってみたりと

か。本当に一緒になって感情も結構シンクロさ

せてカメラを回すみたいなことをこれからも忘
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でも、町民の理解がなかなか得られないってい

うのがすごいモヤモヤしてます。

葛巻　はい、ありがとうございます。またあと

でゆっくり聞きます（笑）。では、聡さんお願い

します。

伊藤（聡）　あれですよね、出る杭は打たれる系

の話かなと思ってて、はい。ちょいちょい叩か

れることはあると思うんですけど（笑）。葛巻さ

んもご存知の通り、2 年半前にちょっとデカく

叩かれちゃいまして、実は。全然自分たちは悪

いことしてないんですけど、他で起きたことが、

自分たちのことに置き換えられて、それがあた

かも事実みたいな感じで流れて、実はそれで結

構苦労してて。ようやく立ち直って今に至るみ

たいな感じです。実は今法人じゃないです、うち。

任意団体ですけど、実はいろいろそういうのも

あって一旦整理しようと思って法人を解散しま

した。いろいろ最近も活動してる途中で、また

ちょっと次はいろいろ技巧してはいますけど。

そのまま本当にさんつな無くなるんじゃないか

でおめぇたちが。』って、新参者が被災した事

業者よりも先に商売始めたって。だからそうい

う部分でもすごく、直接は言われないけどいろ

いろ言われたようです。やっぱりいろんな人と

情報がいっぱい入ってくる場所だったんで、い

ろんな活動が行われるんです。そうすると『ま

たおらがかい！』って、『何でもかんでもおらが

に。』っていうことを当時から言われましたし、

つい最近も。いや、しょうがないよね、受け入

れとかはそこがベストだと思うから。そしてそ

れをちゃんとこなしてるし、と思うんですけど、

と、また同じことが起きるので、そうじゃない、

何かしっかりとしたものを伝えていくというこ

とが、大事なんじゃないかな、と。これは自分

にいつも言い聞かせてるんですが、それをどう

表現して何を行動していくかっていうのは、で

きてるわけじゃないんですけどもやっぱりそう

いうことかな、と。岩手県だけでも 6 千人ぐら

い亡くなっていて、3 県で 2 万人ですか。こん

なに時代が発達してる時代になんでこんなに人

が亡くなっちゃったの？って、常々、思います

よね。明治とか昭和って、だって携帯もないし、

ましてや津波注意報なんかないわけですから。

ていうことは岩手にいる新聞記者としてはやっ

ていかなきゃなんないことだなと、今改めて思

いました。

坂口　ありがとうございます。敬子さん、改め

て聞きたいです。取材される側から思っていた、

災害の時、大変な時の情報として、ぜひ実際現

場に関わっている皆さんに向けて、「こういう情

斎藤　やっぱりですね、災害取材の一番大事な

ことは、「命の尊さを教えていくこと」なんです

よ、伝えていくこと。間違いなくこれで、2 度

と自然災害での犠牲者を出さないために、犠牲

者を少なくするために何ができるか、何が必要

なのか、世の中だったり、時代だったり、会社だっ

たり、そういうことに流されることなく書くべ

きことを書くという耐力、っていうのは忍耐の

耐ですけども、やっていくことが大事なんだな

と。

　私は震災当時、県庁の防災も担当してたので、

非常になんかその 2 日前の 3 月 9 日の地震のと

きに、津波が来る可能性、もっと大きな地震が

来る可能性が 1 週間以内にあります、という専

門家の話をもっと伝えていたら、とか。多分こ

れ 100 年経つと東日本大震災も確実に昔の事に

なってしまって、その時、「あぁ昔やっぱり携帯

とかない、情報の発達しない時代だからあんだ

けの人が亡くなったんだよね。」って思っちゃう
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真面目な話になっちゃった（笑）

葛巻　はい、ありがとうございます。続いて江

刺さんお願いします。

江刺　近い事実はうちの団体にも起こっていま

す。『いやぁ、この団体は目立つよな。』って声

が聞こえてきていて。え？ダメなの？一生懸命

やってるんだけど。そういう発言とかされてで

すね、もう青くなってます。団体としては 2 年

続けて赤字なんですけど、運営を整え直しなが

ら今年度も続けます。より良い地域のために純

粋に頑張ってるだけなんですよ。お互い潰すっ

ていうことなく、協力し合う、もしくは尊重し

合うっていう関係性を地域に作っていくってい

うところを着実に進めていきたいです。子ども

たちはちゃんと私たちに背中を見ていますから。

大人がこのままじゃいけないんじゃないかなっ

てちょっと思いました。

 

伊藤（昌）　同じく。うちも全員パートで人件費

が最低賃金でやってもらっているので。保育士

ぐらいの話がありましたが、葛巻さんとか何人

かに助けられたということがありました。ちょっ

としたことがあると、要は噂レベルの話で潰さ

れかけたっていうのがあって。ただ、自分とし

てはそういう前例が残っちゃうと、これから何

かやっていこうみたいな若者たちが同じことで

潰されちゃう可能性があるじゃないですか。こ

ういった話、ちょっと力持ってる人の好き嫌い

で潰されちゃうっていうことになっちゃうから、

それは前例として残しちゃ駄目だな、と思って、

それでちょっと相談をして、団体はいま頑張っ

て来てて、若干肯定しそうなところっていう感

じです。だから変な話、例えば自分が何か JC に

所属してるとか、要はそういうのも強いじゃな

いですか。組合だったりとか組織で強いとこと

かに入っていればまた変わったかもしれないで

すけど、やっぱり個人でもね、そういうことを

しっかりやってる人たちが、ちゃんと適切に応

援される、変な横槍が入らないようなにちゃん

としないと、田舎で若者がもう生きていけないっ

ていう事になっちゃうから、そこは何とかしな

きゃなっていうモヤモヤとしてます。ちょっと

味肝の部分っていうか。何のために伝えていく

のか、誰のために、今これ、なぜ伝える必要が

あるのかっていうところを、自己確認しながら

取材するってことが大事と思っておられるのか

な、という風に私は聞きました。

　一方でその発災の時に混沌とした中で、いろ

んな情報が溢れてくる。それに対して敬子さん

は、大切な家族がどうなっているのか、そこを

知る、探せる、その手段という情報が欲しかった、

という声もありました。英里さんは三陸に生き

報が欲しいので、ここにこだわってぜひ取材し

てください」という部分、ありますか。

岩間　最初に自分がやったのは、家族を探すこ

とだったので、避難所に関してもそうですけど、

大槌で新聞っていうかメディアがなかったんで、

家族を探す手段が欲しかったかなっていうとこ

は自分ですごいあって。なので、先ほど言った

ように遺体安置所もここからここに移りました

よ、とか、自分の町がどうなってるかっていう

のもだけども、やっぱり大切な家族といち早く

会うこと、会えることが、自分的にそういった

情報がまず欲しかったかなと思いましたね。

 坂口　最後に英里さん、まとめてください。災

害情報って、改めて、斎藤さんがまずその命の

尊さっていうのを、社会とか世論とかに惑わさ

れず、流されずに伝えていくっていう、ある意
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たって、やっぱり忘れてはいけない、地元のメ

ディアが伝えていかなくてはいけないっていう

ことが、まず根底にあるわけですよね。私と

か、工藤さんみたいに地元に住んでいる人間か

らすればなおさらそうです。自分たちの子孫に

当たる人たちが幸せに暮らしていってほしいっ

てずっと思う。その取材する立場として、災害

情報って何が大事かなって考えた時に、やっぱ

りこの間、能登半島地震があったように、今被

災地でない場所を探す方が難しいわけですよね。

そういった場所にもいきる情報の発信と、あと

は情報の蓄積、教訓の構築っていうことがすご

く大事になると思うんです。

　結構人ってすぐ忘れるんですよ。本当にすぐ

忘れちゃう。あれだけの震災を経験したにも関

わらず、ここで取材してるここの人たちに話を

聞いててさえ、もうやっぱり 3 年になろうかと

いう頃にはですね、結構曖昧なところが出始め

てました。なんだろうな。例えば語り部の方な

てきた 1 人であり、大切な場所が変化していく

様子を見ざるを得なかったという立場の中で、

いろんな想いがあったと思います。でも情報を

取らなきゃいけない。改めて振り返って、その

発災期、混沌とした情報におけるその災害の情

報の、何でしょうね、あり方なのか、届け方な

のか、ここだけは今後こだわっていきたいと思

われる部分、大切にしたいと思う部分はどうで

しょう。

鈴木　たぶん今の坂口さんの質問からちょっと、

というかだいぶずれると思うんですけど、お二

人の話を受けてっていう感じでよろしいです

か？斎藤さんがね、命の尊さを伝えることなん

だ、と。2 度とああいう災害で悲しい思いをす

る人がいないようにってお話をされて、私もそ

の通りだなってうなずいて聞きました。

　地域にメディアがある意味っていうのは、こ

こに暮らす人たちがこの先も生きていくにあ

対楽しいことたくさんできるのになっていうこ

とは、本当いつもモヤモヤしてます。本当にや

るには人とお金 ･･･ なくてもやってこれたから

やれるんだけど、それじゃあバランスが取れな

いですよねっていうところがモヤモヤしてます。

葛巻　はい。ありがとうございます。そこは私

も花巻で活動している中でやっぱり同じく感じ

る所です。みんなの理解を促すという部分では、

市民の政治参加みたいなことも多分必要なん

じゃないかなと思っています。結局はね、そう

いった議員を選んでしまったのは我々市民とい

うことだし。となるとそこにも運動とか、働き

かけとか、何かしらのことをしていくってこと

を我々の世代、最初にうっかり始めた世代、の

責任かなと思ったりしております。

　はい、ということで終わりの時間になったの

で、再開はまた向こうの全体会で・・・と思い

ましたが、まだ向こう（分科会：テーブル 1）

が終わってないようですので、もう少し話した

いと思います。

　では、最後に登壇者の皆さんから一言ずつ、

を目指している方を、『きらりんさんで雇って

もらえませんか？』みたいな、雇いたいんです

けどお金は払えないですっていう。やっぱりそ

こら辺の兼ね合いが、ボランティアでやってく

ださいみたいな目線で見られる、団体同士でも。

何かそこがやっぱりちょっと。『子育てしやす

いまちを作りたいんでしょ、あなたたち？ね？

あと少子高齢化を改善したいんでしょ？』って。

そう思うなら、もっと予算いただければもうめ

ちゃくちゃアイディアあるし、動きたい人はそ

うやっていっぱい声かけていてくださるし、絶
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ような経緯もありましたので、そういう消防団

員の方々に話を聞いて、水門の話もありました

けど、それを閉めに行って亡くなってる人が多

いわけですよね。だから、あの時彼らがどう行

動して何によってそんなに亡くなってしまった

のか、っていうことを聞き取って、書き遺して、

もうそんなことはさせないぞっていう風に発信

していかなきゃいけないわけです。記憶が変容

しないうちに聞き取っておくことが、すごく大

事なんだな。それで、それをしっかり構築して

後に遺していくっていうことをしていきたいな、

と。だからその発災から数年の間にそれをしっ

かりやっておく必要がある、というのが一点で

す。

　あとは、逆に時間がものすごく経過してから

の話っていうのもあると思うんですね。災害情

報っていうのは。それはつまり、あの時家族を

亡くされたり、つらい思いをされた方々の心の

傷っていうのは時間が経過しても、本当に癒え

んかの話もですね、「あれ？前に言ってた話と

ちょっと違うよね」っていうこととかも出てく

るんです。要は、何度もその取材をされてて語

る中で、人に話をしていく中で、より強い反応

を求めて自分の中で結構記憶も改ざんしちゃう

し、耳に心地いいように話も作り変えられて、

それが何か正しい記憶になっていってしまうっ

てこともあるんです。それは別に語り部に限ら

ずです。取材を受けてくださる方もそうだし、

私達自身もそうなんですよ。

　だからかなり早い段階で、検証っていうのを

しなきゃいけない、メディアは。いろんな方の、

あの時何が起きてどのように行動したのかって

いうことを、しっかり聞き取っておく役割って

いうのが必要になるんだなっていうのを、2013

年ぐらいからもう感じ始めていました。だから

そういう「検証と課題」っていうような企画を

やったりして、陸前高田市は 50 人以上の消防団

員が、民間の方が、殉職してしまったっていう

阿部　復興に当たっていろんな会議がある中で、

若者たちも意見はあるけどなかなかその場に居

れないとか、言えない。その時に年寄りが『将

来のことは後で若いもんたちにやってもらった

らいいんだから、今は俺たちの意見が重要』み

たいな・・・そんなことを言い放った先輩がお

りまして、もうその時カチンときましたけども。

やっぱりそういう考え方のまちづくりをしてた

ら、本当に子どもたちの将来はその場にないぞ

と思ったんで、本当にそこ ･･･ うん、そうしちゃ

いけない。身を削ってやってるボランティア、

NPO の皆様、その存在は絶対必要だし、だから

こそ、それを理解してもらえるような行政だっ

たり議会だったり、そういうものに変えていか

なきゃいけないと思うので、直接、今はそうい

うボランティアの現場にも関わってはいないん

ですけども、違う側面から行動をして少しでも

変えていくように活動していきたいです。あり

がとうございました。

伊藤（聡）　ありがとうございました。最初今

日の会場に入ってきて、すごい懐かしい顔ぶれ

今日のこの場の感想をいただいて、終わりたい

と思います。早川さん、お願いします。　

早川　はい、そうですね。会場の皆さんもあり

がとうございました。ちょうど昨日、一昨日と、

気仙沼・石巻の視察に行ってまして、今日は陸

前高田で皆さんのお話を聞いて、なんかすごい

外の皆さんの頑張りに触れているというか、と

てもエネルギーをもらっている感じがしてます。

まぁモヤモヤの部分もね、ありますけども。こ

ういう場に、宮古代表として呼んでいただいて

いるので、またこういうところの気付きとかエ

ネルギーを持ち帰って、しっかり宮古で頑張り

たいな、と思わされた機会でした。ちょっと形

が違うかもしれないですけど、さっきも言った

ようにこういう対話の場みたいなことを地域で

少しずつでも継続してやっていく必要があると

思っているので、そういう意味でも刺激になっ

た会でした。皆さん本当にありがとうございま

した。
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ように、私達はいつもスタンバイしてなきゃい

けないんじゃないかな、ということを感じてい

ます。以上です。

坂口　バシッと締めていただきました。この後

改めて、再度整理をする時間を設けたいと思い

ますので、ここで休憩をとりたいと思います。

ないんだなっていうのを、やはり 10 年以上が経

過して、すごく感じてるんですよ。本当に癒え

ることってないんだなって。表に出る回数が減

るぐらいで、完全に消え去ることがない。

そして、そういう方たちが話をできるタイミン

グって人それぞれ違うんですよ。1 年、2 年で喋

れる方もいれば、10 年経っても無理って方もい

る。12 年経っても無理っていう方もいる。だけ

ど、その方の話せるタイミングで話していただ

いたことをまとめて、次の被災地になる可能性

がある場所に届けていくことで、あなたはこう

いう思いをしないでくださいね、と伝えていく

ということも、一つの災害情報なんじゃないか

と思います。その聞いてほしいというタイミン

グでしっかり話を聞いて、震災から時間が経っ

たからもうそれは災害情報じゃないってことで

はなくって、それもやはり教訓の一つとして、

伝えていく必要があるんじゃないかな、と。い

つでもその話せるタイミングに駆けつけられる

思うので、改めて繋がりが大事だなっていうこ

とを感じさせていただきました。本当にありが

とうございます。

葛巻　ありがとうございます。はい、江刺さん

お願いします。

江刺　はい、今日は 5 人の活動とか想いとか伺

いましたけど、一人一人違いますものね。今日

聞いてくださったたくさんの人からのお話も物

語がたくさんあるだろうなと思ったので、こう

いう会が続いてですね、いろんな方々の想いを

語り合う場、続けていってほしいなと思いまし

た。今日はありがとうございました。

葛巻　ありがとうございました。最後は、伊藤

さんお願いします。

伊藤（昌）　はい、本当にこのような機会をいた

だけたことにまず感謝したいと思います。いろ

いろ考えすぎないようにして参りました。過去

の経験を活かしながら、未来を見すぎずに、私

で。みんな知り合いではあるんですけど、ここ

数年全然お会いできてなかったのでこういう場

を作ってくれた連復さんに感謝しているという

のが率直な感想かなと思います。なんならみん

なで傷をなめ合うって言うか、なんかすごいスッ

キリしたんですけど、モヤモヤを共有できてスッ

キリできました。あと、自分は今、能登半島地

震の支援にも入っていて、ボランティアコーディ

ネートを現地でやってるんですけど、被災地で

はみんな前が見えなくて大変だっていうのがあ

ります。ここにいる皆さんも 3.11 で経験してい

ると思うんですけど、まさにね、みんなそうい

う状況のど真ん中にいるんですよね、能登では。

でもこっから先どうなって行くかっていうと、

全く一緒ではないですけど、何となくわかるん

です。だんだんこれからあっちが復興していく

上で、こういう繋がり、それはここのメンバー

だけじゃなくて、もっとこっちの岩手の全員が

今度は協力できると思うんで、こういう繋がり

を改めて持てたのが嬉しいです。能登のためじゃ

ないですけど、我々の経験をしっかりと能登に

も活かしていくっていうご恩返しにも繋がると
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だきました。今後もそういった想いも含めて皆

さんと共有・話し合いながら進めていければと

思っていますので、どうぞ引き続きよろしくお

願いいたします。それではこれでテーブル 2 を

終了したいと思います。ありがとうございまし

た。

たちはやっぱり目の前のことをコツコツやるし

かないんだなっていうことを改めて思いました

し、私たち本当に子育てと同じように柔軟に対

応するっていうのを心がけております。すごい、

いろいろな目まぐるしい社会変化で、子育ても

本当、日々変わってて。なので皆さんの活動を

今日お聞きして、皆さんすごい頑張っておられ

るなって思いましたし、私も頑張らないとなっ

て、励まされました。この繋がりをまた大切に

活動に活かして参りたいと思います。本日は皆

様、聞いてくださってありがとうございました。

葛巻　はい。本日登壇してくださった皆様もお

忙しいところ無理を言って参加していただきあ

りがとうございました。敬一さんは遠く、埼玉

から来ていただきありがとうございます。また、

聞いてくださった会場の皆様も本当にありがと

うございました。

　登壇者の皆さんもいろいろな想いを持って、

地域を何とかしたいと思って活動されていらっ

しゃる中で、なかなか難しいところ、ちょっと

モヤモヤしているところも含め、本日お話いた
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各テーブルの議論を共有する場にて

坂口　長時間に渡りまして、本当に皆様お付き

合いいただきましてありがとうございました。

最後 30 分ぐらいになるんですが、最初に簡単に

一つ目のテーブル、二つ目のテーブルでどんな

話が出たのか、というのを皆さんと共有します。

その後、今日本当にいろんな方々がお集まりい

ただきました。是非、これは話したいというお

声があれば、是非ご意見を伺わせていただけれ

ばと思っています。

　では、まず私の方からご報告させていただき

ます。テーブル 1 の方は「災害情報を見直す」

と題しまして意見交換をしてきました。その記

録に関しては、皆様向かって右側のところに、

はい、今手を振ってくれているいわて連携復興

センターの高田真理子さんが一生懸命書いてく

ださいました。後で皆さん、是非確認をしてく

ださい。

　簡単にご報告します。大きくは、主に話は

2011 年 3 月 11 日からの混沌とした状況、大体

1 年間ぐらいを振り返って、その当時どうだっ

たのか。今だから言えること、または失敗談な

ども含めてお話をいただきました。いくつか

ちょっと論点として取り上げたいなと思うのが

二つあります。まず一つは、どうしても報道っ

ていうのは政治、行政と同じように槍玉に挙げ

られがちな媒体の一つです。私はそれは、それ

だけ社会に対して影響を与えることができる“情

報”という武器を持っているからだと思ってお

ります。

　一方では、それだけ情報を求める人たちがい

るからこそ、そういう需要があるからだという

風に私は思っています。そういう意味で、報道

に携わる方たちというのは、社会に対する役割

が求められている立場にある人たちだと考えて

います。

　一方でどうしても報道被害という言葉が出て、

“功罪”という風にも語られることがあります。

その中で出てきた一つが、報道する人たち、特

にテレビ局なんかで多いんですが、“撮れ高”と

か“インパクト”。カメラでどうしても状況を抑

えなければいけないという部分で、その“撮れ

高”、“インパクト”を取らざるを得ないという

状況に置かれたその中におけるその葛藤とか苦

悩というのをお話しいただきました。

　カメラマンの工藤さんからは、どうしてもそ

の当時というのは。何を撮っても何を撮影して

もニュースになるんだ、と。でも一方で、時間

が経つにつれて、取材する立場として、もうこ

れ 1 回撮影したから、という理由で取捨選択を

してしまう。本来であれば、どう変化していっ

たのか、というのを振り返るために、その記録

がたとえ変わらなくても、撮影し続けるという

ことも大切だったかもしれないけども、当時は

その悲惨さという部分もあって、それを自分の

中で選択して撮らなかったっていう部分もあっ

た、というお話を聞かせていただきました。

　あとはですね、もう一つはステレオタイプ的

な描写、例えば、“瓦礫”、“孤立”とか、“被災

者”、“被災地”という風な言葉がよく使われて

しまいがちです。それに対して、大槌の住民と

いう立場で今回お話をいただきました岩間敬子

さんからは、そういう言葉が使われてしまうこ

とで、ある意味境界線が生み出されてしまって

いる、と。いわゆる“被災した人”、“被災して

いない人”という。そういう区切られてしまう

という部分が悲しい、という風な率直な思いも

語ってくださいました。

　そういったものを含めて改めて問う。その混

沌とした状況における災害の情報って何なんだ

ろう、改めて大事にすべき点は何なのか、とい

う部分で振り返っていただきました。

　岩手日報の斎藤さんが仰っていたのは、「命の

尊さというのを、世の中や社会の状況に惑わさ

れることなく、流されることなく、伝えていく、

ということが大事だ。」というお話がありました。

　東海新報の鈴木英里さんからは、地元のメディ

アだからこそ伝えていけること、伝えるべき役
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す。

　少し前に能登に行ってきました。一つとって

も嬉しかったことがあるので報告させてくださ

い。ある小さな集落だったんですけれども、そ

こでは犠牲者が 1 名だけだったそうです。皆さ

ん逃げて無事だった、と。なぜならば、東日本

大震災であの悲惨な情報、映像を見た、情報を

読んだ。それを踏まえて自分たちの地域も何か

あった時に逃げなければいけないっていうこと

を確認しあったそうです。そのためにこの 13 年

の中で、例えば自主防災組織を作った地域もあ

りました。一方では、避難をするという活動を

積み重ねてきた、だから犠牲者が少なかった、

という地域もありました。確実に報道というの

は、人の命を救うという大切な使命があること。

そこに言葉という情報が乗せられていく、そこ

をどういう風に育てていくのかっていうのは改

めて重要なことだなと思いました。

　以上が私のテーブル 1 からの報告でした。で

はテーブル 2 の方の報告、葛巻さんお願いしま

す。

葛巻　はい。葛巻です。すいません、奈央さん

ほどうまくまとめられる自信がないんですけれ

ども、テーブル 2 でございます。テーブル 2 は、

「支援する側に立った時、自分たちは何ができた

のか」ということで皆さんからお話を伺いまし

た。

　ここで言う“支援する側”というのは冒頭で

も申し上げましたけれども、今日登壇してくだ

さった皆さんも、誰かにやれとか、何か特別な

教育を受けてやってるわけじゃなくて、自分た

ちの課題の中からアクションをとった元々は普

通の市民、というところから活動をスタートし

たということで話をさせていただきました。そ

れが今後の人口減少社会における公共サービス

の担い手みたいなことであったりですとか。あ

と、本当に今後起きてほしくないですけども、

災害が起きた時にどうやっていくか、みたいな

ことにも繋がっていくだろう、ということで話

を伺ったところでございます。

　進め方としては何個か質問を用意させていた

割がある、という点。もう一つは、“情報”、“教

訓”というのを蓄積していくこと。これが地元

のメディアが果たすべき役割である、と。なぜ

ならばそこには、今後起こりうる災害に活かせ

るような情報と状況を作る、それが災害の情報

に求められた役割ではないか、という風なお話

がありました。

　あとですね、岩手めんこいテレビの藤堂さん

からお話いただいたのは、どうしてもその報道

という立場、会社の中の組織の一員ということ

もあるので、人事異動で、自分は現場で取材を

したいんだけれども管理職になってしまうとか、

斎藤記者の場合は、陸前高田でもっと取材をし

たいと思ってても他の部署に異動せざるを得な

い状況になる。藤堂さんからは、管理職という

立場から、震災から 13 年が経って、震災に興

味のない新入社員が入ってきて、震災の伝え手、

取材の担い手作りという部分でのいろんな難し

さであったり、ここを心がけている、という点

などもお話しいただきました。

　いろんなお話を聞いていて改めて私自身が感

じたことをちょっと最後触れさせていただきま

すが、災害情報って何なんだろう、という部分

でいくと、私自身は魂が失われた情報に成り下

がってしまうのか、そこと葛藤して、模索し続

けている、その葛藤の中にある取材の現場に報

道の記者の方たちがおられるという事実がある、

というのは十分に確認された今日の一つのいわ

てボイスだったと思います。

　その取材した情報をどういう風に、鈴木英里

さんの言葉を借りれば、「教訓として蓄積してい

けるのか？今後活かせる情報になるのか？」。と

いう部分で言えば、情報が、魂が失われた情報

に成り下がらせないためにも、生き続ける情報

を取材していく、そこにどういう言葉を選んで

表現をしていくのか、ここにいかにして拘って

いけるのかっていうのが報道の記者の方たちの、

ある意味使命でもあるのかなと思いましたし、

逆に言えば、取材をされる側にとっても、その

情報というのが、いかにして生き続けていける

のか、それがひいては後世に伝えられる情報で

あったり、命を救う情報になっていくと思いま
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今市役所に就職しながら、みやっこベースの理

事をやったりですとか、みやっこベースのスタッ

フにも帰って来てくださってるということです。

みやっこベースさんが、彼らが高校生の頃に地

域の若い経営者との繋がりを作ったりですとか、

宮古ってどういう街だろうということを知るこ

とによって、そういった行動の変化が起きてい

る、ということも話してくださいました。

釜石のさんつなの伊藤さんもですね、高校生の

ご支援をされていらっしゃいますけれども、や

はりそういった機会を作ることによって、高校

生が自分で考えたり自分でアクションしたりで

すとか、そういったことが本当に目に見えて動

いているということで、そこに希望があるよね、

というお話をしていただいたところでございま

す。

　その中で、後半は、そういった良かったこと

とか希望の話があったので、皆さんのモヤモヤ

ポイントも少しお伺いしました。その中でどう

しても、私も含めて NPO の活動というものが、

まだなかなか地域で浸透していない、ですとか、

我々自身がちゃんとうまく伝えられていないっ

ていうことも挙げられました。例えば、議会だっ

たり、首長の判断だったり、そういった部分で

正当な判断をされない。あそこだけに仕事がいっ

て何なんだ、みたいなことであったりですとか、

そういったこともやっぱり中にはあるので、団

体同士の対話だったり、いろんな働きかけを市

民の皆さんにもしていくということが我々にも

必要だよね、というお話になりました。

　あとコロナ禍以降ですね、今日ご一緒した 5

人の皆さんもコロナ前はちょこちょこ会う機会

もあったんですけど、やっぱりコロナを経てな

かなか岩手県内の NPO 同士会う機会がなかった

ので、こういった機会自体があって良かったね、

というお話もありました。

　はい。まず、テーブル 2 の報告でございました。

坂口　ありがとうございます。こちらにテーブ

ル 2 の記録がずらりと並んでいます。似顔絵が

とっても素敵です。これきっとあの方だよなっ

ていうのはなんかわかる愛情のある似顔絵です。

だいて、それに皆さんにお答えいただくような

形をとりました。最初、皆さん普通の市民だっ

たのに何でこんな活動をし始めたの？というこ

とからお話を伺っております。

　陸前高田の伊藤昌子さんからは、ご自身もお

子さんを産んで育てる時に、子育ての不安とい

うところで、先輩のお母さん方にいろいろ助け

てもらった、と。そういった経験があったから

こそ、次にお子さんを産む皆さんにやっぱりそ

ういう思いをさせたくない、ということで、20

年前に活動を始められた、ということです。あと、

おらが大槌の初代代表の阿部敬一さんはですね、

活動をもう 2013 年ぐらいですよね。引き継ぎ

をされて、今は関東の埼玉でお暮しなんですけ

ども、今日は特別に来ていただきました。当時、

敬一さんも元々ね、阪神大震災を大阪で経験さ

れて、なかなかその頃は、自分も勤め人で阪神

大震災の支援ができなかった、と。でもやっぱ

り月日が経つ中で、大槌に U ターンされて、自

分である程度の責任でもって動けるようなポジ

ションにいたので活動できた、というお話もし

ていただきました。皆さん、いろんなストーリー

があって活動をスタートされてますけれども、

そういった想いがある方というのは本当に貴重

というか。例えばこれを行政とかからやってく

れって言われてもやってくれる人が出てくるわ

けじゃないので、まずこういった皆さんの意思

とか志というのはすごく大事だということも共

有させていただいたところでございます。その

中で実際にどんな変化があったのかということ

を皆さんからお聞かせいただきました。

　まずは宮古で活動しているみやっこベースの

早川さんのお話ですけれども、2013 年ぐらいか

ら活動されていて、宮古って大学とかがないの

で、宮古の中学生、高校生が宮古のことについ

て知る、今後何かしら宮古に関わるようなこと

があってほしいということで活動をされていま

す ･･･。すみません、ざっくりお話しています

けども、そういった活動されてて、当時、そう

いったみやっこベースの活動に関わってくれた

高校生たちが、1 回地域を出て大学に入って卒

業して、またいろんな形で宮古に帰ってきて、
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ある種のいわゆる収入源でもあると思うんです

けれども、その辺のちょっと思いっていうもの

をお伺いしたいなというのが一つと、もう一個

ごめんなさい、現在福島県の浪江町に住んでお

りまして、当時の岩手の皆様から、原発事故っ

ていうところはどういう風に見えていたのか、

みたいなところの二点をお伺いさせていただき

たいです。よろしくお願いします。

坂口　ありがとうございます。じゃあまず一点

目の方は、英里さんを中心に、斎藤さんと藤堂

さんに聞くのがいいのかな、と思います。二点

目の質問に関しては、テーブル 1 の 5 名、それ

ぞれから見てどういう風に捉えてたか。敬子さ

んも報道の現場ではないけれども、大槌に住ん

でいた一住民として、福島の状況をどう見てた

のかって率直に聞かせてもらえればと思います。

では英里さんからお願いします。

鈴木　すいません、ご質問をもう一回確認なん

ですけど、広告っていうものをどう捉えてたかっ

ていうことでしたね？はい、実はですね、すご

く好意的に捉えてました。というのは、要は、

その当時入ってくる広告っていうのはほとんど

が「どこそこで店を再開しました」とか、「ここ

でやってます」とかっていうような広告が多かっ

たんですね。それって、それも情報なんですよ。

私達が取材して歩く記事だけではなくて、それ

も地域の人にとってはすごく大事な情報だった

ので、そういう意味で広告っていうのはすごく

ありがたいものでした。もちろんですね、私達

東日本大震災の津波で、ほとんどのクライアン

トの方を無くしてしまったわけです。要は、ほ

とんどの事業所が被災して、収入源がないわけ

ですよね。もちろん新聞配達店さんも無くなっ

て、購読者もいなくなってしまったので、購読

料の収入もないわけです。購読料も広告代も収

入がない、はっきり言って会社を続けていける

かどうかもわからない。なので私達、もう半年

ぐらいは 5 万円ぐらいの給料でやってたんです

よ。全然もう、「いや、この会社なくなるかもし

れない」っていう状態で。そんな中でやっぱり、

是非皆さん見ていただきたいと思います。

　では最後に、まだあと 20 分ぐらい時間があり

ます。改めて、各テーブルの中で是非これちょっ

と一つ聞きたいです、ということでも構いませ

ん。今日、二つのテーブルを繋ぐ一つっていう

のは、やっぱり“原点を確認する”という時間だっ

たのかな、という風に思います。それぞれがやっ

てきたこと、活動、その確認の作業だったのかな、

という風に思いました。発災からっていうのは

本当にいろんな出来事があって、どうしてもそ

れぞれが整理しきれない部分っていうのがあっ

たと思います。それがやっぱり時間の経過によっ

て一つずつ客観的に、または整理されていく側

面もあるのかなという風に思いました。是非こ

の方にお話を聞きたい、でも構いませんし、こ

のテーブルのこのテーマについて聞いてみたい

ことがある、是非この意見を述べたいです、と

いう方がおられれば、挙手いただきたいと思い

ます。もしいらっしゃらなければこちらから指

名をしていきたいと思います。どなたかいらっ

しゃいますでしょうか。いかがでしょう。

質問者１　テーブル 1 の方に行かせていただき

ました。貴重なお話ありがとうございました。

報道機関の皆様にちょっとお伺いしたいんです

けども、東海新報さんの新聞を回していただい

た時に、4 月 10 日の新聞に結構広告が復活して

たのが印象的で、私、3.11 の発災時、広告代理

店で営業してまして、非常に複雑な思いをした

んですね。それが何かというと、発災直後にク

ライアントさんから広告の差し替えの対応と、

あとは、お悔やみ広告を出すっていうことで、

そのお悔やみ広告を出すための枠の取り合いみ

たいな形で、もうずっと夜な夜な営業の局同士

での、「うちのクライアントさんにここの枠を取

らせるんだ。」みたいな、いわゆる協議が始まっ

て、でも一方でテレビを見ると、皆様方が命が

けで取材された様子が放送されていて、こんな

ことをやってる場合なのか？みたいなところに

すごい複雑な思いをしました。当時、現地の報

道機関の皆様が広告っていうものをどういう風

に捉えられて、とは言え、メディアにとっての
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が起きて、もう本当に当時はあれですよね、放

射能のことについて不勉強すぎて、もうとにか

く室内に逃げるんだっていうことで、何かもう、

この世の終わりなんだな、と率直に思ったこと

は覚えてます、はい。だからやっぱり、私東京

に行って取材しましたけども、ちょっとやっぱ

り東日本大震災の“津波被災地”と“原発被災

地”って、二つに分かれるぐらいですね、ちょっ

と一つにはできない。東京はもうかなり原発災

害のことが中心になってきますので、震災から

6 年とかもう 10 年ぐらいになるとですね。なの

で、こっちも同じ被災地だけども、やっぱりな

かなかこっちから取材に行けることもないので、

感覚というか、被災の度合いも違うので、ちょっ

と違うな、ということを感じてはいました。

藤堂　はい、めんこいテレビの藤堂です。先ほ

ど自己紹介させていただいた時に、私、前職は

まさにその広告というか、営業マンだったので、

その経験を踏まえてお話させていただくと、皆

さん多分覚えてると思いますけどあの当時、「ポ

ポポポン」って AC の CM。あれは、本来であ

ればそこにクライアントのコマーシャルが流れ

るはずだったものが、そこにそぐわないってこ

とで差し替わってる CM があれなんで、もうほ

ぼあれでしたね。裏側を話すとですね、1 ヶ月、

2 ヶ月ぐらいは、あれはクライアントさんが出

してるお金で、そこを差し替えてるっていうの

で、我々の方にも収入が入るんですけれども、

それ以降は、我々はもうほぼガソリンがない状

態で取材をしておりました。その「ポポポポン」

の CM がちょっとずつやっぱり少なくなってき

た時に、私はまず、経済が回るっていうことは、

それだけ何か前に進んでるというようなイメー

ジがあったので、すごく嬉しかったというか、

もちろんその流れるコマーシャルは、「何とか何

とか新発売」とかっていう CM じゃなくて、「頑

張ろう」とか、「みんなで共に歩む」みたいな、

そういう CM になったんですけれども、そうい

う風ないろんな応援が、企業さんがバックアッ

プしてくれてるっていうものを伝えるのも我々

メディアの役割なので、すごくそこはですね。

購読者の方たち皆が被災されている中で、配れ

ないから 3 月いっぱい無料にしたんですね、そ

れでも。だって配れないから、無料で見てくだ

さいと。お配りしてる中で、やはり広告主の方

が戻ってきていただけるっていうのは、すごい

前向きな、私達の会社にとってもですし、地域

の方にとっても、「あの店どこそこで今やってる

んだ。」っていうすごくポジティブな情報になり

ましたので、そういう意味ではありがたいもの

だったな、という風に認識してます。

そもそも私達の新聞社はですね、チリ地震津波

も経験してると先ほど申し上げましたけども、

そこで被災して、それまでは本当にもうあんま

り名も通ってないような、地域紙とは言っても

創刊もなかったので、ほとんど名前も知られて

なかったんですね。だけどそのチリ地震津波が

あって、やはり同じように「再開しました」、「ど

こそこに移転しました」っていう広告、あるい

は「私達は無事です」っていうような広告をい

ただくことによって、地域の方たちに求められ

ていくようになっていきました。なので、そう

いう情報を伝える手段としてもすごく大事に捉

えています。何言ってるかわかりました？ごめ

んなさい、私もテンパってしまいましたが、大

丈夫ですかね。そんな感じです。

斎藤　岩手日報の斎藤です。すいません、確か

に言われて今見たら、確かにお見舞い広告とか

がもう 3 月 16 日の新聞に載っているので、あ、

そうだったんだな、と今気付くぐらいで。特に

多分お見舞い広告が載っててどうだったなって

いうのは、特に当時感じてなかったと思います。

その後、広告のクライアントの方々も支援に入

られて、いろんなプロジェクト、岩手日報もお

花畑 ･･･ ですね。花畑を被災地で作るプロジェ

クトとかいろんな本当に大手の会社の方々とい

ろんなプロジェクトが出てたので、こういう支

援の仕方もあるんだな、と思いました。

　あと原発事故についてはですね、3 月 15 日辺

りだったと思いますが、私も陸前高田の一中に

取材していて、その時にいわゆる水素爆発が起

きてですね、もう全員避難しなさいということ
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ただ、あの事故っていうのが、私が子どもの頃

の阪神淡路だったりとか、中越のような遠くで

起きたことのような。やっぱり無知っていうの

もあって、福島の原発事故の影響、何かしらの

煙とか放射能が飛んでくるかもしれないってい

うのも思いつつも、どこか我が身ではない、遠

くで起こったことのような印象を持ったってい

う記憶があります。だから、同じ三陸で起きて

はいるけれども、東日本大震災とはやはりちょっ

と別の見方をしていた。身近には捉えてなかっ

たです、と言ったところですね。はい。

岩間　私は福島のことに関してなんですけど、

同じ被災地でも全然違うと思ってるんですね。

あの原発の影響で正直言って、福島なのかって

は思ってたったんですけど。実際、大槌町でも

山菜は駄目だったり、あとは原木しいたけなん

かにも影響があったりって、こんな離れた地域

まで影響がすごいあるんだなっていうのがすご

いあって。だからと言って、今、12 年、13 年経っ

て関係ないのかって言ったら違うと思ってるん

ですね。でも、やっぱり正しい知識っていうか、

それを自分が情報源として受け入れながらこの

原発っていうのを考えていかなきゃないんじゃ

ないかなって。福島だけは別っていうわけでも

ないですし、正直、福島にも繋がってる人がい

るので、いろんな情報を得たりとかって、自分

なりにやってるつもりで生活してます。なので、

福島だからとかじゃなくて、日本に原発がある

以上、どこの地域もそういう影響があるんだっ

ていうことを頭の隅に置きながら原発の知識っ

ていうのを情報源として、知っていくべきなの

かなって自分的には思ってます。

坂口　では、テーブル 2 の方に改めて、または

テーブル 1 に参加された方で是非テーブル 2 の

方にこれを聞いてみたい、という方がおられま

したら是非挙手をお願いします。いかがでしょ

うか？または両方行き来していた方も見受けら

れました ･･･ はい。

あとやっぱり、今回の能登半島地震もそうです

けれども、もちろんその被災した地方局という

かはちょっとそこにそぐわないコマーシャルが

あるんですけれども。例えば被災してない地域っ

ていうのはやっぱり経済を回すっていうのを一

つの被災地の応援というか、そういったもので、

逆に言うと経済が回ってるところから我々は応

援をもらって取材を続けていることができた、

というのが広告についての私の話かなと思いま

す。

　あとは福島に関しては、私もですね、福島に

2 ヶ月くらい応援で取材に行きましたけども、

やっぱり岩手とはまた違う課題を抱えています

ので、本当にこれは、我々もいろんな知識とか

そういったのも必要な取材になってくるので、

常に勉強しながらやってますけれども。本当に、

岩手の人も同じ被災した立場として、例えば処

理水の話とか、そういったのもですね、同じ立

場として考えることが必要なんじゃないかなと、

私は思っております。

工藤　はい、工藤です。私は広告のことはわか

らないので原発の方のお話だけさせていただき

ます。大きめの余震があって、ほどなくの爆発

だったと記憶しています。大きな余震があった

ので、宮古港という大きな港を見下ろせる安全

な高台で、カメラ取材をしていたところ、同じ

く余震の警戒に来ていた消防団の車がありまし

て、そこに入ってきた無線で爆発事故が起きた、

というのがあって、とにかく家の中に入って、

窓を閉めてっていうような指示がありました。

分団の方から。それを放送して消防車は走り去っ

ていったので、私も慌ててその高台から、実は

自宅からですね、1 キロぐらい坂を下ると、そ

の港が見下ろせる安全な高台に行けるんですけ

ど、そこを、もう坂を息切らしながら上がって。

その間にですね、各家に爆発したそうだからっ

ていうのも、あの時もそんなにテレビとかラジ

オとか使えてないところも多かった気もするの

で、「今聞いた情報なので、分団の人がこういう

風に言ってるから、窓閉めて入ってください。」っ

て言いながら家に帰りましたね。
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NGO もはっぱわかんなくて。一中（避難所）に

たくさんの人が来て「支援します」って、大型

の物資も届いたりとかね。結局、その支援を受

けるとそれを配って歩かなくちゃいけないみた

いなのがあったりとかですね。あと、（地域外支

援者が）支援するために、私を含め被災した人

達は先の見えない、自分たちの生活だけでいっ

ぱいいっぱいの状況だったのであれしてこれし

てって言われるのも正直、ちょっとつらい思い

出があったりとかですね。何が良かったかって

いうと、私達がこうしたいって思った時に寄り

添ってくれる活動をしてくれた人がすごく関係

が長く続いてて、今も続いてるんですよね。やっ

ぱりそれは現地の人の思いを汲むっていう思い

やり、無理強いしない、それが長続きするコツ

かなって思うし、私達は地元で活動をしてて 7 ヶ

月で流されたんですよね。大体の人たちはみん

な復活してくださったんですよ。だけど、これ

でやめますって言った人もたくさんいて。私達

がすごく頼りにしてた高田幼稚園っていうのが

あったんですよね。復活するのかなと思ったら

「やめます。」って言われたんですよね。子ども

の居場所がまず一つ無くなったんです。私は、4

月 14 日から一中の図書室で活動を始めたんです

けど、あることだけでも地域の人を支えてあげ

たんだなっていうのを、ずーっと後になってわ

かったんですよ。「きらりんさんがあってよかっ

た。」っていうのは本当にね、あ～やっててよかっ

たなって思いました。それに、新しい NPO とか

がすごく立ち上がったんですけど、やっぱり 3

年とか 5 年とか、10 年で撤退や解散していくっ

ていうことは、そこに根ざして地域の方々と連

携して何かが生まれてったのが撤退しちゃう。

去っていかれる側の寂しさっていうのをちょっ

と聞いたことがあって。なので、地元の人が力

を持って、継続して活動していくっていう意味

はあるのかなっていうのは、ちょっと実感とし

て感じております。

江刺　はい。地元の人たちに支援する立場であ

りながら、被災地にいるので、外部の人たちか

らは支援される側という。そういう微妙な体験

質問者２　今日はありがとうございました。テー

ブル 2 の方をずっと拝聴させていただいて、本

当に、いわゆる被災をしながらも、どういう風

に支援をしていったのか、皆さんの想いだった

り原動力だったり、また、それによって地域が

どう変わっていったかっていう。それまでの震

災前にはなかった、若い人とかなかなか言い出

せない人が次に向けて語り始めたりとか、希望

を持つことができるようになったりって、本当

にそれぞれ皆さんのある意味生き様を伺うこと

ができて、本当に貴重な機会をいただいてあり

がたいという風に思いました。

　さらに私の方でちょっと聞きたいなと思った

ことが二点あります。一点目は、ある意味支援

する側であり支援を受ける側でもあるっていう

のが今日のテーブル 2 の中でも出たんですが、

やっぱりその中で大事にして行った方がいいこ

とっていうのを、もう少し伺えれば。要は、今

後もいろんな被災地っていうか、災害が起きて

いるわけですが、“受援力”というのも大事にさ

れるっていうのが阪神淡路でも出たように思う

んですが、ある意味、間に入られていて、大事

にした方がいいことっていうのを、改めて振り

返ってあれば伺いたいです。

　もう一つ、本当にモヤモヤすることも含めて、

いろんなお話を伺うことができたんですが、そ

れらを踏まえてこれからの活動で、大事にして

いきたいことだったり、挑戦していきたいこと

があれば、ちょっとコメントいただければなと

思いました。

葛巻　はい。ちょっと全員に聞きたいところで

すけども、“受援力”については昌子さんと江刺

さんから是非。さっきのテーブル 2 の方でも、

いろんな支援者の方がいらっしゃって、いい支

援者の方もいらっしゃれば、ちょっとあれな方

もいらっしゃるってこともあったので。やっぱ

りその支援を受ける上での心得というかをお願

いいたします。

伊藤　きらりんきっずの伊藤です。本当に普

通の市民だったんですよ、私。だから NPO も
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す。二つ目の質問何でしたか？

質問者２　今日は様々振り返っていただいたの

で、これからの活動でどういうことを大事にし

ていきたいかとか、挑戦していきたいかってい

うのがもしあれば、と思ってました。

葛巻　はい、じゃあ伊藤（聡）さんと早川さん

にお願いします。まず伊藤（聡）さんから。

伊藤（聡）　釜石の伊藤です。さんつなっていう

団体をやってて、子どもたちが校外活動だった

りとか、いわゆる社会教育に参画することで成

長していくっていうようなことをやってます。

大事にしたいことはそうですね、フレーズで言

うと「自然体で接する」とか、「目線を合わせる」

とかそういう類の話なんですけど、なんだろう

な ･･･。具体的に言った方がわかると思うんで

すけど、うちがサポートしてる高校生の団体で、

釜石の高校生が防災とか震災伝承するグループ

「夢団」という団体があって、その子たちは今 5

年目の活動です。最近メディアにもよく取り上

げられてるんですけど、実は、すごくスペシャ

ルな生徒ってあんまりいないんですよ。何を言

いたいかっていうと、とにかく参画のハードル

をひたすら下げるっていうことをすごい意識し

て伴走してます。ちょっと何かあったら「やっ

てみたい」っていう子たちをとにかく拾うって

いうことがすごく大事なんじゃないかな、と思っ

てて。もちろんね、スペシャルな子ができたら

それはそれで嬉しいんですけど、それよりもそ

の参画のハードルを下げれば下げるだけ、「じゃ

あ自分もやってみたい」みたいな。要はね、地

域に関わる若者を増やすっていうことの方がす

ごい大事なんじゃないかな、と思ってるので、

大事にしたいことって言われたらそれかなと思

うんですよね。だからこそ自分もなるべく、小

学生とか中学生とか高校生も関わるんですけど、

自分自体もハードルを下げることで「じゃあやっ

てみようかな」っていうような人をどんどん生

み出せるようなことに繋がるので、何かそこは

意識しております。

を続けているわけなんですけれども、“支援”っ

ていう言葉の定義というか、イメージというか

は、団体や組織によって、ずいぶん違うなって

いう風に思っているところです。受益者のこと

をよくリサーチして、この人たちが安心して自

立していくためには何が必要だろうっていう風

に、頭が痛くなるまで考えて、そのことのため

にやるっていう支援もあるだろうし、支援をし

ながら自分の団体が発信を外にできて、そして

潤っていく。自分たちのために支援活動を他の

人にしているのかっていうような団体もありま

すよね。っていうところで、その人となりが出

てくるのが“支援”という行為なのかもしれま

せん。“支援”っていう言葉の意味合いがもう私

の中ではなかなか難しくなってきたので、この

頃は“支え合う”とかもっと平易な言葉で。もっ

と身近な言葉の“支援”っていうと、なんか住

民さんにとってはすぐに“防災”とか何かそっ

ちの方に行ってしまうので、そうじゃなくて、

日頃からみんなで助け合って、支え合いって、

いい関係性を築くっていうところから、支援の

心に繋がっていくんじゃないのかな。もしかし

たら綺麗事を言ってるかもしれないんですけど

ね。支援をするということの難しさ、これはや

ればやるほど感じるところであります。何が正

しい支援なのかっていうのは、能登も見て参り

ましたけど、能登もそれからこちらの方でもそ

の場所によっても、その地形によっても、人に

よっても、支援の仕方が違ったように、本当に

支援者っていうのは、支援対象の人のことをよ

くよく考えながらやっていかなくちゃいけない

んじゃないかなっていう風に思いました。ちょっ

と答えになってるかどうかわかりませんけども。

すいません。

葛巻　はい、今のご質問にお答えをすると、外

部支援者の方っていろんな支援を持って入って

来られますけども、やっぱり地域の方はよくわ

かんない訳ですよね。だからそういう意味で、

外部支援の方と、今日の登壇者の皆さんのよう

な方と、一緒に何かしていくっていうことがす

ごく効果が高いのかなという風に思っておりま
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その対話の場という言葉もありました。まだま

だやっぱり全然やり尽くせてないんだな、とい

うのを改めて感じさせられました。1 年後に第

2 回ではなくて、近いうちにまた第 2 回という

形で開催しながら、特に沿岸だけじゃなくて内

陸の人たちにもどんどん伝えて、一緒に考えて

いかなきゃいけないと思っています。特に岩手

にお住まいの方はわかると思いますけど、内陸

と沿岸の、当時は片道 2 時間、大槌だと盛岡か

ら 2 時間半かかる場所でした。支援する側、“支

援”っていう言葉っていうのはちょっと良くな

いって先ほどご指摘ありましたが。内陸に住ん

でいる者からすると、沿岸で活動して戻った時

のすごいギャップに苛まれたっていうのを今い

ろんなお話を伺っていて改めて思い起こさせら

れました。その意味でも、今後は内陸でも、こ

ういうボイスという形でもう一度、震災 311 の

経験をどういう風に伝えていけるのか、もう一

度それを問い直すことができるのか、内陸では

今後、水害、あとは火山という部分でも、意識

を育てていかなきゃいけないという部分もあり

ます。その辺を是非、沿岸の方、内陸の方、ひ

いてはそれ以外の県の方たちと一緒に考える場

を設定していきたいと思っています。その意味

でも是非皆さん、何かコメントあればお寄せ

いただければ嬉しいです。以上をもちまして、

ちょっと拙い司会でうまく時間配分できなくて

申し訳ありませんでした。以上をもちまして第

1 回のいわてボイス、終了とさせていただきま

す。今後も是非お付き合いください。よろしく

お願いします。ありがとうございました。

葛巻　ありがとうございます。早川さんにマイ

クお願いします。

早川　はい。みやっこベースの早川と申します。

宮古市で活動しています。これから挑戦してみ

たいことですよね？僕たちの団体は、宮古市の

子ども、若者たちが幸せな人生を送れるように

ということを目的として活動しています。2013

年に立ち上げ、高校生が復興に関わる機会を作

るというところから始め、だんだん居場所を作っ

てみようとか、もっと小学生ぐらいから体験す

る機会を作っていこうとかに変わっていきまし

た。あと、高校を卒業して社会人になっても 1

年以内に辞めてしまう子が多かったので、新社

会人の支援が必要だとか、経営者の意識改革も

必要だとか。そういう風に子どもたち 1 人 1 人

を見ていると、この地域内で足りないものがま

だまだたくさんあって、チャレンジすべき領域

というかがたくさんあるなと思って、この 10 年

間の中で活動を広げてきました。今は、子ども

の豊かさ、幸せのために、やっぱり親御さんの

支援も必要だな、と思っています。自分が親に

なったっていうタイミングでもあったんですけ

ども。なので、そういう風にどんどんどんどん、

まだまだやることはたくさんあるなとか、地域

に足りない部分も多いのでやっていく必要もあ

りますし。それを地域内の他の団体や行政とか

と連携して作っていくというのもそうですし、

外部の資源も活用しながらやっていかなきゃな、

という風に思っています。その時に、さっきの

テーブル 2 でも話したんですが、地域内の対話

の場というか、お互いがどんなことを思って、

どんなことをやりたいと思っていて、どんな力

を持っていて、どんな弱みを持っていて、って

いうことを話し合うとか、知る機会が多分少な

いと思っているので、対話の場をこの宮古の中

でどんどん作っていく必要があるので、そこを

調整していきたいな、という風に思っています。

坂口　ありがとうございました。いろいろご意

見が出てきまして、改めてそのいわてボイスっ

て、声を出し合う、今の早川さんが最後仰って、
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